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朝団鰭

北秋同省11照明!IIJ~庁丘 、 制挑館思ilk也物i越跡の緊急発掘調査は今年度の第三次の発掘調査で‘終

了することになりました。

今年度の調査も昨作と同線、，:l:jにたたられ、調丘は非常に困難でありました。それにも刀、か

わらず、調査品作(II:の協力によって尚休の倉寧らしい!ill物、それに架，没された状態でー梯子なと

が発見さH、 ~ノ〈の号正月ミをおさめて終 fすることができました。

'Í~f ，，1的(こはても平安時代の建物ill憎が 4陥 も、 かなり完全な形をととめて洛見されたJ立跡は

了含ふしいものと!lHl，、ておりますc

本被FL-811 ぷ信三次の'fß掘調白i>中心に μ 、 そご~:二 UIlえて 、 J過去三年間の成果を含めたもの、

すなわち{よとめ」のような杉にしたものでゐうますの

つ小ては(，)f究者はもら;')，¥..、11.;く叱{七!11保護lこ関心をもっておられるかたがたのCfr!¥"用をお

闘い fる次fiiでゐりま j。

1，Hj~~こニi(ド問の!~'.~資f-lHえとしてみ:t!J ~正を伺当された奈良修介氏をはじめ 、 各調査員、 ctaJJ

さ;1~たi低俗~If関係必ならび‘こ!日立球).:!農林JI等'子校郷土史(iJf'/1;泌生徒、 秋出プミ'?子生諸2LIのツ)"

JM 

HR手1145 W 3 )J 

決 WM汝 ifs.H会

教育改伊藤忠



序

目 次

第 1掌 発掘調査にいたるまでの経過…一...・ H ・..…・・ 0・0・...・ H ・-….1

第 2常 ~ 3 ?X発制調重量・ ・ ......…・・・ ・…・・・-……-一一・・……・・ 0・...4

] . 総資 ω総成一一......…・・・… 0・0・一一一.......一一一...4

2 潟 是正 日 fl~ ' …-・………・・・ 0・・・ M ・o・…-………・ 4

a. ぞiトL ンチの2間資紙製…・ぃ，… 一一一一日……・…-…… 7

4. 強 物 品草 稿 一...・ H ・..…ー・ー・いい・H ・H ・..・0・ぃー…….9

5. j+¥ ニlτ 逃 物….........…… … -………・ 0・ぃ・・・・ 0・・・11

日. 総 鈎 i本………… 一……・......・H ・...........いい…13

7. 追跡周辺の史料…ー………… ・・……………・…ベー .....14

第 3.il主総 i';Ii .・0・ー…一一 …........・ e・0・・ ー......・・. ...….20 

1. 考古学よよりみた本進路出土遺物……… 一………....20

2. 建 築 造 隊 一一一ー…今一一一 ・・・・ 0・…・・・・・ぃ… 一一....35

3. 発鋼軍司王室で出土した随物体・-…・………・・・・・……・……...45



表 ・図 ・図版目次

第 1表 「胡桃勉ー遺跡出土造物一覧表・・............ド・ー ......…・ .....20

館 2 ~量 出土土総数値表 続・ ・.............. ・・・ ・・・ 0・・・・…......22 

J母・M ・o・............... ・ー一一 ..........・・ ・・ 22

鉢 0・・ h ・・・ ・・・・0・・....................22

3経 ー e ・.................… 0・・ ー… ....・ M ・..'.22 

均，....・o・・e・ φ e・0・…・…… .• . • • . . • • • . ・22

第3霊長 。

第 4~ '/ 

鍛 5茨砂

宮高 6表 w 

第 11羽

第n司

祭 3区i

第 l トレンチW髭土脳~I 、 第 2 トレンテ S草壁土j醤|湾・....・・47

第 3トレンチ F信衛土l爵閥、 第 4 トレンチ:1:.;出凶 ー・ ・.48

遺 物(鍋pT).....…0 ・0 ・ e …....・e・...・ 0・・49

第 4図 木 必H " )・.....・ 0 ・ー........一一・・・….....50 

2お51議 ~1!! 必 .:1- 機 ( N ) ペー・…・・・ い0 ・・・・・..•.• • ..・0・・・…51

第6隊

第7図

第8図

第9図

然101遺

I~級事詩 l 凶

図版鎗2凶

図版第 3凶

図版第 4[gj

図版祭 5図

遺跡 全体図。.........，・ ー ...….." ..・ 0・0 ベー・ ・・……一一 .52

鎗 3次〈昭和44年度}調査凶.......・・ ・..・o・..・ー… ・・..・o・53

2む4トレンチ発見建物(号豊島)...・・......…............ ー.54

B 1 . B 2 主主物 ~J京図 (誕nJ急} ・・.......・ 0 ・6 …一一 ..........55

C建物復康問 (細見) .・ 一 .......・・・...・.， . . . . ， ， . . • . . .・.....……56

苦言1. 5認2トレンチ写真 ...............・ 0・・ e ・・・ ・・0・・・......・57

遺物出土状態 e ・0・...".........・・0・0・・・………..................58

建物.遺 t'lli ........ ・e ・ .............・ o・..…...........・.59

主主物巡:I!\~ ・・.......... ……" . .・H ・...............……..・ e・60

梯子の出土状態、須怠著書 ー ー..........ー…............一…・0・61



第 1意発掘調査にいたるま での経過

遺跡の位置

秋同県の北郷を間流する米代川の中6fi場11:、北B隠して来た阿仁川と合流する。 乙れらの 111の会主 ι

よって形成された沖積盆地、所in'l鷹厳重主l塩の"1'央.~在地床に巡跡は岱まれていたものである。ìJU事は奥

羽本線 rJf巣駅」の西北約1Km.町立鷹灘中学校11:商事修する野球喝の外野、セン9ー寄りで発見された

ものでゐる。野球繊北側水問中にもiJ'1雌tは鉱大している色のと考えられる。尚巡跡の名隊は字名の告書長

館をとって 『籾続自白銀~互E物遺跡」とした。

行政区1Il1Jは

秋印熊~I:秋mlllímm町綴子字胡桃鉛 l i存地、 1"'町w沢?-上野 3 帯地蕊万分の一地形図 r/ll~担J (弘前

11号」

発掘調査にいたるまでの経過

当地〈綱桃館遺跡)付近から活物が出土するのは大線以前から知られていた。それがζの地fl:同町の

統合中学絞が建設され、 付織の~動B握。没℃理軍司'ì己.ìJ!t鈎の3遺児から遺跡の発見へと鉱大されていった。昭

宥β8伴、 4OI.Toの再度の緊均約査を緩て‘42'rF.43年、44俸の3次にわたり発砲調査が突飽きれた。

(1) 昭和38!f.の潟資邸主~ (第 6~鯵照〉

グランド道成ゅに発見された粧列はニ併で、一つは円筏1ftで、他iま燭9lIでゐる。

イ 拘l立円 柱 列

，~ .，..東簡単員上4己ゐる6本で. 乙の6:;ドは更に3本を単位t己嫌成される。 3;本は千鳥11:甑!鈍jされ.

それぞれ両側11:(在慢する円主主の上告誌には瓜凶線11:平行する貧穴が:!;l!かれている。工事の関係で 4ヰ:

は切断されたが、切断をまぬかれた2*の在はその後郷り上げられ保tまされている。

東2 円七t(~存〉 阿3円住 (現存〉

長さ 3.2m

段叡f呈O.7m

上部径O.43m

長吉 2.9m

主主狼i革0.37m

上部径O.25m

上宮巴凶3円住民は、主主根羽lより 1mのと ιろIZ::巾約20岬 の熔滅瓜が一周する。往古の地表商とmす

る点とみられる。

ロ銅な筏列

dO紀円柱列J.よりE耳北方tι約15mはなれて東凶1ζ狐を描く柱列が発見された。校は厚き 5圃 XI11 

20剖の原状のもので、30師間関11:25醐の質穴がある。賞穴は現政3段を益支える乙とが:tI米る。ttr.，
は 4~5.8mのI甘!帰!'é保ヲていた。
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賞穴には貸Iii!~さ 5 帥xrT25帥が通され附状の主主列を縫ntする。

(2) 昭和40年の潟盗械事室

グランド北側の土取り作業中t乙発見きれ、 それに付随して緊急言審査がなされた。 その結泉土居と扉

が~~きれた。

土屈は断0035抑 x39醐で、 長さ 1I. 8m あった。向~古Iま回途穴があけられていた。 土居のほ Y中央11:

t主力~ 4 本 ( 3 問〉 あって、その住闘は、 中突が151抑と広 〈、 両側古1127抑あった。証問には蹴放があ

か その外側11:.!i事が立てられていた。震は外11:閃く、 両側きのもので、敵鰐穴は直後土居11:あけられ

ていた。現在主立っている隠のおきは約60閣である。壁板は陶磁K一段主主佼援のままの色のがあった。

~閃は北~lが*闘の関係から発掘していないが、策i習に各1> 1 ヶ所録があった。出土:rf.!、は濯物内西

薦問から lケの須j怒怨を出土している。

(3) 第一次発御言明~担~~ (昭和42年〉

事E郷区~~グランド内発見の柱列をA地区、 グランドi乙隣接する東北方の水路の高宝物i虫絡をB地区、

昭和40年に鈎穫した恋物道機をC地区とそれぞれ区分し調査を進めた。

イ A 地区

日目frs8年の調書窓で前認のごとく内筏群と相u亨uの 2ケ所;1:1丘械が発見されている。泊者r.eA1、 後

者をA2とした。君事ままは昭和138年の遺品管を灘認し、災測するにとどま.った。

ロ 8 地区

~物港島草 2 存者発見された。北側0)主E物;a絡を B1 、 問~の泌物遺書軍司i' B 2 とした。

B1は桁行7.2m、世間ij5.5m、出土;遺物は汎、須!e(絡が数点出土した。

B2は続行8.8m、 明き間 6.7m の~物で土慢の上11:主主、 E若者託 、 I}il等の施設がなされていた。bi¥1ま

F荷‘E巨間にあって令て内側きであった。 5期貧!日量生の関係で完銅11:ヨ5らなかった。

ハ C 地 区

昭蒋1401'ドの潟主主でー?事露出した建物ii:ltIIJ吾更に発熔した。桁行1l.8m.m筒 9.0mの建物で、土居

の上{乙柱、E童板、第翁iの総殺が主主されていた。 F事はiI'j!1:3ヶ所、 :Jtn:: 2ヶ所、 潟西iζ各々 1ケ所

あった、いずれも外関きのものであった。政聞の扉はすでに続失していた。 i羽 lま~~~I閉 じた状自民で 、

先見された。北の扉iま東のちのが半倒き 、 磁のものは閉じた状態でみった。 1壁板は一緒絞っていた

が腐蝕して保存:状立設が非常に惑かった。 Wlliiからは本財を r~(!凶に宣言語量的lL~泣いた状態で数本溌兇さ

れて二。そのf白川τ高から須也、E2.フ"H!'iなど多量t発見された。

H ヂ二次予Ef乱?司王室筏~ (昭和43年〉

r: -.~の宅対潟変;二~f校 三 B1 、 B2、 Cと命名した3繊の建物とA2とよぷ11世7lJの追求と、仰と円

ε雰と;):jIJ9実をiE明する。更に建物線材の純資者問的とした。

二よ〉ニjJ!t，ζA2.;)廷fJ ( 1主lfl.i方向)ぷよって閉まれた}邦の中i乙向機かの主~4却を昔日憶した も ので
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， -IEェ)てかなりお慢頃をもつものと 主さHる.これまでに発錨された3仰のu鈎の巾.

H='パコ2けのtr戸はtと 遭'.と可 a てそ . c邑ぷ_i忌勾，t?てE均!E砲の4ので、このー舗の中心

(f;'::U~であみうと湾えられる. B 1 • 日2 '判定.こ2・F亨;)隼活!:I.tl'をもつのにt4し. Cu 

わてよそれιit与しぷf....")l! 'f;):"， ': 'IHIJ，7.¥ゐる SfL~'; どかだ見されている.

u署、~餓:: B 1・B2.こっ.、て::，.、 P、:'~J!Cl 'l で:-，ったと断定する. B 2をE笥の刊.!-，;I; 1帽姿前

れγVいて1<1'1年ほ:こ支えられ、B11立日2 I 1，凶“や低〈していたであんう.

C‘， :では刑務ちの免主l;:.よ。て、 ふり IH本 ('(~f.よ誠J'1 J"'Jられたね.'でゐるが.~N):lb 1.6mぽい

という防災からすると 、 えn~事の一般的比例から，..てì_~fl.・-は 2.2-2.301 Iえと.!担似;亡し、 7-9占サぐ

みいで均。と 4のと縫~~きれる. c，l肢は辛そら<1) Iきであ。たん 5.

A)el'{のままlI'f(Al).情3i(A2. A3)に関しては4よお多〈のィ、瞬点がn。ているが、A2の

' 制 』る拘直・ 8 ・ C ~島ぷの4:~J\を司， t¥ll也栂で品る乙とは間遣いはいでめろう. A3v:. ，方tζ

~ぴる'.11:. A 2に比鮫して初の1Jf1r. ~粗 1:で得策法(，~長朴であるから、 柵としては A 2 i!と1ft泌ζよ

ものでな仁おそら<A2で凶まれる7iヰのB価主で. ゐる樋の1111い込みと してn・られた4のでははか

ろうか。 AI Iこ関しては . その性特~~つかむ己と 1: c.れまでの.鴻査資料及ぴ旅般の'11憎から国間11.ょtJ:

Jlllt.ゐる.

JI1U1I44年の剥廷は予算その他の関係から鮎小され..ll!1ζ一応般後段階の年として制俺を溜めるEと

には。た.

今1"]のU:t'iのは的lまcu拘のm首iに舛;:aJUの存在，._."J 6すゐ乙と._ll!H: B組物と C41~聞の曹序

関係i-明らかにする.又.ll)の絹立で叉コ γ ポールドうしんにl:_..; ~ti白 i二のびるA 21 .9lJの託Uと坦i

われるものを億五草しているので.それが~iζml'抵長ずるかを究明する. c. t り三~.~主般に各々ト

レンチを:m:~免鏑濁丘を進めた. (~al\\) 
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第 2章第 3次発掘調査

1.潤査の犠成

1. }I!錨潟賓の主体

品北白県教育委員会

総栄町教育議員会

2. 事E癒1a潟査期間

昭如44年7月30-8月12日

3. 発長音書帯夜の4話事?

秋田県北秋間部鹿島1町緩子字初挑館n在地

" " 

4. !i'e繍純資員

。総括責任 者

。 発掘調奇員

" 

" 

。wr~ 淵まま員

地質調当

総物 ID 当

縫製担当

文:!}割当

。 発{秘助 手

" 坊沢字上野3番地

款問』桂?iCfむ財専門会長

" 

敬愛学磁高等学絞教諭

県立ニツ司|ぬ.等学校総!lili

華大凶l県文化財J，fj1"J奈良

県立!fB陸銭林高等学校教翁

京都大学3時制

秋岡市文化財審議委員

秋聞大学々生

明治大学々主主

京都大学々~

。発泌慰霊S煩当 然教育庁社会教育在華社教主!F

グ 主司I

5器栄町教育委貝会社会教育総長

" N 係長

2 調査日 怠

7月30日、大雨、 午後一時

奈 良 修 介

3主/i1; 昂

S高倉 l磁失

杉 湧j 望星

1後間 一 男

俗間 L系治

永持続場

一掃I Rs 

古川欣 一

森本武治

長岐益太郎

小笠埠{ :守 e3 

1ft!;担町中央公民館~tã理資関係者打合せ会を行4ょう。出路老、 鷹巣町々長、 社会教育言霊長岡係長、土木

線三円悶係授、県教委、古川、森本、 m正良奈.[i.l以ド三浦、際問、lllt1J. 提唱Z話、杉瀕l~軒 、 高l!世襲十*.~五校
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古島教書語、同校郷土史研究部員。

打合せ事司11ま 、 昭事144年，~潟地点の碗認。鴻l!E1塩援は C地区南方11:トレンチを一本と 、 それに街角1<:

tl! r!!i i<:'交叉する トレJ チを一本;入れ、 C地区南の施。設の有然、及びB、 C地区の紛序を切らかにする。

7月31日、小雨のちま王

第一トレンチ!;tC地区の中央線上iこ2m50へだてて1115m、奈さ19m.¥:112トレンチ、 l訂2m、 長さ

12mw設け、王壁土の除土作業側始。

民主立総i話量是持高校より測設機材密併用する。前封:教係長〈小笠l反氏〉亙こf~誕祭。

8J'!1日、府

本日よりショ ベル臼ーグ{'t?使用す。t(12トレンチ (B地区に放する〉は人力で作業安土よ1)1 m40-

1 rn50醐~U後の黒色粘土!凶に淫する。

m2トレンチ間側(野球場外の土手) Iζ生、その延長とはるべきトレンチを設定したが、盛土の為か

話高水が多い。古川、町関係者来る。

8月2E1 . 附のら~

i沼田ショベルローダーを使った第 lトレンチをド部黒土鰐〈有滋賀〉立で削平作議。鍋倉はトレンチ

の平叡測震をに入る。 (1/200縮尺)、午後より、ベル トコンベアーを使用し、ほほ、 同トレンチの緋土作

業を終了する。

f~ 1トレンチにて根のめる樹木発見、第2トレンチで傑4:及び経10-8仰の円往織の木材を発見す。

午後おのため 41待30分で作業中11;。夕食後、奈良、堂島.総倉今後の作:梁まf磁を立てる。

8月3目、畿のちi'm

l咋凶の訂HCより釧・水作業を、午前中実施。(ポンプ紋織によりバケツ捌7.)()、 11 後J，i~ 1トレンチを土

踏~ti扇子生で延長し、 黒土上のシラス10岬まで畑り下mn刻、 第 2 トレンチも東側iζ担1;~長。 トレンチ内議

土上のシラス 10""まで締り rl:f治掃す.2再1トνンチ北側中央の黒色土上高より木鰭 (No.1 )発見す。

8月4日、l1)1f

~ l 、 百}Z ト ν ンチ;j;!;11:排水作祭。 1~1 トレンチのW、 S!.I草のl販商鴎作成。白H 、第2トレンチの崩事中

に土日S片(熊色粘土偶)j;}i出。

~・ 2 トレンチ東側、 m色給土留上!凶のうすい砂層1<:'木片および箸片出土。 l司トレンチmg置tこを立のあら

い砂総!向が見い出される。 a1、主席2トレンチの交差地域より須恵破片(No.2 )号発見す。

8月5目、 F障のち11指〈大雨t主主主報発令)

豪州の為、午前中作業中止。午後21時よりも毒水作業ならび托排土作業を2時間峨行する。 t高iトレン

チより方形の板状木(Y;}(閤再ijl<:(J'ゲピ)、lfj2トレンチよか木片、および須怒総杯出土。

8月6目、奈のち昨f

第1、白fS2トレンチ排水作業。語高倉節、2トレンチTliiの断面図作成。色52トレンチ商消稿、土2g ~ 木:m
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苓地 4-12まで出土。

中学校膚内11:.トレンチ(4 x 4 m) 殺定。 乙れを第3トレンチとし、 F東担E泊B

す@シヨ ベ，ルレロ 一ダ-1にζより 、2m50抑 除土。悶 トレンチ 筒酒 セクシaンを半分とり終止る。明日続

行。司社主t、土木係長*毒事。

8月7目、公のち日書

第1 トレ ンチ排水{I!~臣、同トレンチめレベル測定作業。調!2 トレンチ商午後4時までに製めもどす。

第3 トレンチl~~水および郊り I~(r作業、 君主土より 3m40醐で初の立っているの~検出す。

本釘付木板、その511の木官官、須忠告書匂:No.13-18の6点がtfl土。 午後;;iH トレンチ詰号線終了写真量産量草。

第2トレンチ束、』湖l緩めもどし。森本来る。.Iy食後略報の分t自主弘司主を決める。本日まで出土したi自物

'e大級分突乱)J終了する。

8月8問、精

第 1トレンチの C地区土.@.付近の俳土作業主』辰終的11:.行い写真を耳目り終える。問トレンチに 5ケ所e

1m汁Iで烈色粘土I目下の地騎溺査を行 う。 土台付近i乙て駁状水量i}3枚。 F詰精製色土中より待状木l!l'iNo.19 

-21 ~量発見。節3 トレンチにおいて縦列殺E君。 望号倉、 主芸術、ねつ成寺子平;板、 レベル突出IJI<:とりか、り完了

す。夕食後81待よりEーチング。

8月9目、情

午前中、!務報発刊の為、 鏡台、 杉潟、 担リf在、遺物~測簡をトレスする。第3 ト レンチt!1!Y.> もどす。 2語

1 報トレ ンチと平行して~I側(1:. 2 ケ所トレンチを設定。{鍛 4 トレンチ〉、 東南海4己主安定した 5x4mの

トレンチ内より 、丸、 長形の部材10本から成る滋檎がシャベルロ --l1ーによって上当事m見される。 N0.22

の事帯状本線第1トレンチより発見。 l'nl、W;2トレンチ完全に短め 4どし終了。明日m4トレンチ託会

カ集中。!'il:干j数九島補佐来跡。

8..F-JIO日

午前中lO~粧の部付より成る倉忠治総の排土作業。 平行して:写主主殺影。 ろ毛による部材交後が発見され

る。地表よりま'31m40僻-lm50岬まで織り 下11'るiJj物なし。

司nm約3m_術:1じ2m綬図書曜の阿倍1ζ桜して、 現在淘1のFJt<~ 3 叫~5m の!日|みやほど ζ した角材と、

jti'耳鳴には長さ 70棚、 厚き 9僻の彰J憾の4晶子力ま架設された状態で発見される。午後より水糸の準ðJ~ をす

る. :'~fl可~窃1iã~1/2∞で~iJ\IJし、賄事長江(，)図する。周閲深郷 り し、湧水11:.そなえる。

8弓11日

乏Eh.2ミ台、 杉漢jで:JE測する。 C地区の土怒~lSj寸をゐげるため総減の交渉する。 2豊島氏織とFの笑測を

1 1∞でと Ijl-tえる=ひ きめげずJillめてお〈方針をとる。 見学者ならひq乙線道関係者多数楽勝。 C地区ニt

E量を?きr..f'三作ヲ宴を午後66寺まで続行。倉!道、裂後量llt持との判断。

8弓128.;，1;;.>ら努

- 6-



主剤阿.ilJ物点検。 S襲字書点検#備を終え解敬、C治区土居引きゐげ後の処理倹討.

3. 各トレンチの濁査績要

211'次に絞って末fZZ苦査されていないB、 Cfl;ヲの中旬地主主:二ちびに .'¥2樋j目jの砥l!l地減寺中心IC4

つのトレンチを各所;こ設定しJ'!î.'iυた噂~. 一老からは隻さ 1(同 の修旬eこ2段を有する悌子を錯した対

104>:・の丸f1J怖によって潟成された1't¥11 ~~ーも v< は寝耳:1事ともきわれるー.後者の地緩からは A2S列

の低援にある羽田木 1 本台;~R.きれ. CJ!.-北 I'~.'f.:のj5ji'l，二湾認する使令IJ;)存在古4・gされたのでゐる。以

にそれぞれの設定トレンチはらびに週間己ついて民体lふ二認さする二とにする.

ω 買)lトレ J チ〈お1、71詩書!被〉

Ij!qミ CU4初土鹿市高においてではされた r，~iî存ち潟j の延長員主主主ιの 5 m.長さ 19mの六、ンンテ

でゆlf!lグランド内it:.発見されたr'll!fとほぼitll上IC:ζよるよう設定し. ;ft鳴~ I工品，之が泡表下全

1.5mの照色給土上高会~f討に拘って稲次的に傾斜する乙と. 1本の組本な主:';'.二項tfaを昨.-ZFtをむ丹

とする木製品が10主主片、見い出されたのにとどま q た.

その地柄伎は、~土→灰色シラ ;q'l-砂切叫~"色粘土!i'J-1ì!署rr.1・+ F守色給土~1の 6 .~よ円安。て1

i シラス舗の中に続石、砂のIlHJ:が随所t乙児られる。!，U色稔土の厚さは約25岬、 僚のそれは15圃怠

皮で、きれいに敷つめた状allでははく車11の状泌である。

ω) 節 2 トレ ンチ (官官 1 、 7 凶~IK\)

C~物よりi't41ι約 10mの地点で 1 トレン riC:1江交する '112m、 起きは 2 つの水絡をは富んで30mの

トレンチでゐる。 1 ト レンチ同様に地表ド l ・ 5m まで泊。さげた結果、是正札、須，~\杯はらびに債を発見

した.大体の濁伎は1トνンチと同様であるが、 '{交する中間地是正が際婦がBi.三位。ており一一 '1JI2

m前後一一..iI!‘桜絡になるにυ式ニ!i~Þ.、殴Mのかわ 1) . ~色粘土の下tま青色給土と:tわる. しかし.

ζの限切の状態はあくまで色愈きつゆた 4のではない-~. 民i~の青色鈷土のドは僚とむる一一乙

とは明らかでゐる。また、 ιのトレシh1)'.11色粕よ上面は凶から裂の方向、つまり B1. B 2 ~物に

なるにしたがいゆるやかな傾斜会みせている。

シラス土rl"iC'隠石や砂のバンドが311入レている乙とほ 1トレンチとl司憾であり、川11111:J:。て.i!H級

生れて主た・'i初の痕駄を!e録する Eとを;'11滋にしてくれる。

.a備は見い出すζ とができはか唱たが. C4Jl紛の1対話と織列およ乙1'1吋畠tとの前後関係を持童話する上

に\lît!‘は地縁であることは縫いのはいつ!l~起である。(総念特夫〉

¥c) で目3 ~・ レンチ(~高2 、 7 悶草書照〉

2トレンチの東北東方豹30m. '曹界!<1'γ佼象地J!.Ij北関tこ.設定した4x4mのトレンずで、取に約22

1変飯 ~. Jfl水路に平行している。 1(IjIf. f;! .地1H:より盛土.青島色シラスt!I、総潟色f占土泌り砂腎.

It灰色粘土'cl.浪~1!iニと?司 . 緑向色粘土1川、側担?と !J -?ており、 白色砂.rfはトレンチ中央織で消え

る。 トレンチの従6I!lでは、巾央例措IJ.iffから州へi!j灰色粘土開以下が念に孫込んでいて、 立l色粘土!慢は
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駆li!11:善事い。トレンチの南側では湧水のため線厨上部まで錦込む乙 とができなかった。

泌総として、5.5x30.5珊の断衝をもっ木材が一本、 トレンチ東側中央絡に検出された。製色粘土l白

より63冊の現街を有し、 下$1ま草書j鼠1l::lJi!<底lめ乙まれ、上高官は破損している。 乙の木材は、第2次議

室韮でl凋らかになったA2区 No.9の楠木から 38m、 No.llから 26.3mの距縫に{立徳レていて.材木の方

向、材の原き、草童話2方向等、 A2区指列J遺稿と共通点がめり、 A2区備ダUjllf揮の延長調1分をなしてい

るとIi!l-われる。 しかしながら、 A2 No.llの細木とのRlT:少な〈とも四本の織水の存在が予想されるた

め、 A21'<<l1lの1m木と 3トレンチの阿古木が一副線1(.横木で単純に述給されていたのか、 または、 132

建物防東似の質穴のめる住と関i'l!を保ちながら A2 lil!:91Jを形成していたのかは、 米議査のために不明

である。符米の泌l査に待つほかははい。今|自の調査においては、 r A 2の淘仰がまだまだ北東の方向

に征以しそうであるjと舵〉正して許されるであろう。(主予測 務〉

ω~ ~ 4 トレンチ(iお 2 、 7 闘参照)

乙のトレンチはCI出IX屯!物主tの南部i己設定した 1・2トレンチと同織に昨年度、発見されたB地

区の2l患の忍物と ijIj者との中I尚iこゐたる地域tζ!Jんらかの総殺が存旋するか、15かを解明するために

色うけられたものであり、 1トレンチから 12111線東方へ.平行して市北2カ所K.，'量〉どされた。北方{ま

2x2mの正方形.i'百方のそれは棟lllli6 m、尚北4111の長方形のトレンチである。

この地主主は、 長年C地区主E物刻;の~t自由にある問I'!llからの統水ならびに鈎水協の自然的鋭'7J<調理となっ

ていたため、 シラスニI:l.l躍がかなり流出し全体的に削減されている。それ政、他の地域と典なり表土、

I前倒土がなく ‘1.2m地点で黒色粘土上積t乙返する比般的浅い トレンチであるが.土騎伎はシラユ 土

(1. 1m)白色砂傑初 (2抑)→緑色粘土凋 (35剖)- n'灰色粘土初 (10岬〉→縫腐の51f'1よち成

り、{也のトレンチとまったく同畿である。 しかも . 2トレンチの断面の延長と寓えられる測からUl'う

(8地区〉て漸次的iζ低くなってゆく土紹セクシ g ンを明僚に表わしている。自白者のトレンチでは均

時の生活箆と考えられている黒色粘土上商まで総括量しでも植字哲也:ifl物〈木!f!!)が 2-3点発見された

にすぎないが、後者の現地表ド20僻地点からは.[f径20拙 官fJf，をの丸防 〈正舷には鰯2-4冊叡の多ilii

体を成す)6.:<$:と、その賂闘に10x30仰 程度の平蔚をみせる角材が4本、計10本が発Q，されたのであ

るo (偲レ.殺館総は丸4寸であり角Hが内測になっている。〉

ιれら$Mの11-'心より測定した数値i草、梁間J(南北)1.95mー約6尺5寸一、4行行(見1凶)3.3mー

約10尺8-.1ーの長方形を成す遺構である。

向付の4本'1'..ltYt似を除いた3本には 3-5冊 前後のl"tみがあり 〈これらl::o¥sは完全なものでは

ないし北咲際♂それにも恐らく11!1み施;没はゐったものと総主主される)、黒色鐙土上商よ?1.2-1.3 m 

地点で、二れら4*の角付6二担当こされたlqiみに何らかの架。役がtt.されていたJ盟主事と考えられるのであ

。三れら 10 ~の滞納主主て、 ~tから 1判側iこかげて約25J[tAù後ω傾斜をもって狩主れた状態で第早守れ・・・・・・・・・ ・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . 
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ているとliiI待氏、その下織には全てに渡り漏り込み音信設が児受げられ、 特1<'南西部と阪中間にある 2
• • • 

2本転のメし材の1ぬrt品11

り比絞{的白郎i街臨i托E小石4脅b草JJ!!λ滋量Aしているといつたものでゐつた古がf仁 烹烹烹ミ色粘土のそれを完全 tκζすりt鈴主状iにE煩り

込んfだゴうえで、乙れらの部材を土中深〈きし込んだものであることがお8尽きれた。

ただし、そのうも縦はV宇状1ζ鋭く加工してっ き車IJしたものではζ 〈、 Cd物中失に架設されてあっ

た3本の丸 ・ 角材 と 悶ねÎi !己 (~ 2 次報侍 lr- 31 頁のめ 9凶参!\幻自然的鈍角の:1~主主ばされたもので

あった。

玄武ニ . ζのトレンチ |司で特典なものは、 ~tl!耳僚の ::IL • fi自体I<.~臣，設された.~m;でJé見事ねたも宮子て・め

る。 a官 5 図上参J~日、 10þ'D

残存部分fごりで;長さ 1，3m、街15棚、 ，19.9抑の杉討て:;l.JILじされた色ので、上高心~r.r~:.~置か与がら商

取りを~周してュ、るかなりおrrjt.よ毒事ヲーである。 その足場とζよる筒1fT!ま、 2 i?..tゐ'_て. そよ tji~1主主~ 4

0111 il日後で淡い編のもったUヂ慨を成している色のである。

i量下宮古Iまれ織的であり 、 しか も前j&レた 104:の部1;1とは換なり黒色粉土上婦、二わずか 3""尽tf!φれ

く突き事uした状態で発見されているし、北西月連の 3本のi;s憾のiHllJl(正絡に言えば、:ミ"・モ人二位ii

し宣宣より民主力・への傾斜が大である〉 白工ゐる点から.、'j初か(，乙の池J点iqfイfしていたも のでよると，、・.• . . . . • . . • . .。
う結論は妥~~でないのかも知れないのである。

いずれじせよ 、 この 4トレンチ市J市より発見事れた 10JJsIより成るf，'u'よ式機i立、似の3ÍlÌ". 、iQ~なみ

ぴ;工I"Jii[:、 t盟新jなどの1U亙;関係かり ffi~ 、 自Lj.・式at1iもしくはははり台的存七絡的色彩J)主主いも，ニ考

えるのが、 遺物発見の押1~~の荷から色JJ::c'1 と思われるが、 i~~';検.iする余胞がめるものと花ぇ~.::.

百H トレンチからは以上のi若な泌総が発見事れたin{でゐるが、 i選鈎はまったく見ぃ itiせごかった

が. ~t.中間にある 34'正の，!LHのflfl ，こは IC(後 3 -4 帥 r.ll庄のかなりの納丸木l司がたfZE状二.~ヮゴ ，-i. 、Iil

:< '11- . その'いこおう、て、f1õ~l:変、 グランド111より発見されたA地区A3例仰にあっに長でご立木を結

んでいるものと 、 ほ1:f!，'H事に錦、Ik告ばしている鑑が 2*発見事れ、 本i(l織の1"1み上;i1:J)‘、沖をあるち!

吃f世田11 させる手がかりをうえた~íf(な資料がr~1ィーしていた乙とや付起しておく。(京 2 次棋iJ1a咋の同

級42-43Rの白~26 ・ 27~司令~照) (筋肉粉り

4，建物還 を置 〈巡11複.:1'13凶、4凶毛主!様〉

3次鴻f笠で4トレ ンチから発見されたi邸機は、 高木正完結物の1+・F!R絃と認められる伐鮮である。そu

{fi.置は 82磁物の向。l!I1.5mへたfごったと Eみでゐる。

東住4主総数10本で.1拒{符ijjこ5*づっ!t4-1じに):，tになって，1fi，んでいる。たずしj'4焔て'は2本の佳品)f.(-t務

'"て立てられている。 したがって絞I!nでいうと 1主的 3 閥、 1十~.lt. 1問ということになる。笑長(;1:邸船ポパ

3.1m、市北1.9mでゐる。
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東筏には、 A~在百長方形のものと、 B多商取の主主のものと

2遜がゐる。 AI立厚事11帥前後、 巾28冊前後て'よ郷!I:al彩の

仕口をもっちので4本あり回型qlζ記されている。 Bは直径16

-18仰のもの 4*と18-20閣のもの2*であり、いづれもよ

焔t乙仕口がない単なる銃殺のものである。 乙のc~，太い方の丸

tおま両側tζ7tニつ長方形.r.主の外側~c.~指着した1犬舗でたってい

守..，。

A君主位の!日11起仕1.:1Iま東凶κ1e.J主合った-;llJ'のA騒位間tζわ

たる;¥11材主主納まるようにつ〈られてidり、当初乙 、11:桁がわ

た3れていた乙とは間違いないことである。それはおそらく

(.!!I形仕lコi乙大入れにされていたと:考えられるから、その街寸

法は仕口寸法から9!1られるはずて'ゐるが、滋織はがら 4本と

も上絡がブルドーザ F の配力で磁波されていた、め仕口成は

LE織に匁1る乙とはできなかqtニ。 tl:口I!JIま14""で共通 してお

り、{土門成はtえされた毛の、最長が9聞でζれより長かったものと思われる。

B.fili l'主ば{十日がないと ζろからいづれも J:M符怒号Hlt.己変訴する徽助法としてたてられた色のと思わ

れる。

東主主の;当事iま、!点地iiiでみるE県色粕土庖上E齢、ら1・10-1.26mである。 したがってιれに童文センチ加

えた数値がお長1"のj，kおきであったでゐろう。

Jt:r岳協から は梯子力f斜めに立った状態で(J!扇状のま〉かどうかは問題であるが)発摘されている。 ζ 

れはrlJl3棚、Elき 9側、 長さ1.3m(1:.$欠撚〉あり、足社iりのl没を 2段主主している。段のI!'ッチは46冊

である。 . .1乍i~~から内初 3 段はゐったと見られるので、 ~~\初の令長は 1.7-1.9m にはるものと11直定され

る。

flilHrえいづれも杉で斧によりtI:ιげられているが、 IJr.r:1清n.r:tまB2、 Clcll物と鮫べて劣る。

〔考察〕

己のä1! 1;~カ; f質問 iこ長い，tt'iWごま~O)縫物であることは Iます問途hない事災である。 しかし上部告署員去を示す

河i材が全くI，;.!f.hされはかった結果、上正部総選を治定する乙とも不可能でゐる。 これらの成主主の-'::(1:*が

f自られていたことは事実としても、 その上i主砲物があったのか、 あるいはtj;lはる郷台であったのか決め

手伝なる初料:主克:i1.'j"t.;かった。 t昌子が裂と干のどちらの{耐にかけられていたかが明らかでゐれば面白

いのでゐるカ昔、 H!ll費時のt~;冗ではどちら とも決めかねた。 )['hl~11時者|認でi!f，差 ・ .fì~室等が 、 この逃俗の

yf.織として考え占れたが. いづれ も決定約な証~~fまない。 今後0..，.，害者宅をまつべきである。i!!i:lirJで止まが2
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ι・亨脅して立て られているのは鎖例を見ないものでゐるが、 乙れがιの遺織の性絡を解明する総になる

であろう。 しかし現時点ではそれを綴く ιとは容易ではい。

S. 出 土遺物

今凶のU~土泌物は、主主主泌総 (B 、 C地区〉 の外部周辺がその調査対象であったため、liI土数は全般

的に少なかった。 土穏は完彩品、復元司~~合め 4 件. 木穆売買は鋲本~8 件を最高に織島請に考えられる木

宮北品が7件、 針15件のみ4ζ終った。 Eれらの出土品i立、大気分C建物南東部と、それに厳交する東I!!iの

L レンチ〈それぞれ1.2トレンチ〉 の!.tt色鈷土上E寄るし<r:!、その土中一一地表下約I.S-1.8m前後

一ーからj{'，見されたものが多い。 以 F 、 今iI~の:穏をで発見 された出土品壱具体的に述べる ζ とにする。

A、須:!Jj日程 (図3の1-4) 

1. 口1'H3婦、反筏5.3師、 おき5.6酬 の先j彰品でゐる。 1トレンチ北渠織の集色給土上商よりi底部を

上にした状態で出土したものでゐる。 C組物fN側 (正面〉土gより約3.5m緩れた地点である。縛厚は

0.4-1.0曲。内外商とる黒褐色の色証暗号elliぴ、午寺t己内碕tιは有機物の他、様がー濁に付着じている乙と

は、議1、2次調査で発見きれているさ貰窓際と同僚でゐる。

1の挺i影間でも明感の如く、糸切りlまやろ〈ろ使用は明白fどが胎土中11::若干の砂鎌を会む、1完成とも

に雑である。有機物ならびに煤の付滑から食総用とし製作;された後か、 もしくは綬fJ)から池皿と しての

役自佳子寺った総と考える。

2. Ilま認を含め万ほど主主存し図上復元の可能な須恵腕である。内外商ともにろくろ療がお:しく見られ、

E軍部糸切りが他のるのと黙なり、やや中央よりの富草分で切り官1[されている赤褐色を呈するもので、E台土

には小撲を合Ù'~車成ともに;;r.:uである。底部はよ底となっており、その内面は軍事巻状を成し、 中央$分

が若手、織りゐがっている。日後13.2冊、E請さ4.5四 u齢的、 成後5.8冊、 厚さは0.4-0.7捕で、口減

下郎より服部にかけて選議名が認されている。

一一赤外線の料学的調査が必要でゐるが、 「守」という字裂に綴似している字書出であるらしい一-

3トレンチ、1阜表下2.4111地点より出土。

3. 2トレンチ東側の黒色粘土上商より出土したもので、赤縞色の色調を箆し飴土、 焼成と1>11::良好

な~VJ:(杯の~形を成す。約Mの重量存であるが. そのJazE主計f!;は口1!i\ 15.1冊、!認容 6.0師、おき 3. 5舗でめ

り.I事さは0.2-0.8捕 と比較的緩い新高令ポす。また底織は ruの乎状t.C;急激な傾斜を免ぜている点

iニ特色がある。

4 前記した3と例。合して出土した小磁片を復元し乙色のである。 fffi定白書長11.4師、 制高さ 9.6四 . ii主

従は5.9冊、 l早さ 0.5-0.9酬の黒色を製する小形鉢の著書形でゐる。胎土中11::多~(の砂を含みt;Jll成が不良 .

しかも 潟紛が激ししろ〈ゐE誌にはとんどが見られないl1:iである。内都には若手の有総鈎焼It浮が付着e

-~ ，-':;)。

ζの3~Jちは、 本i立l盟、においてlI!f.ーの も のでゐち 、 乙れによって焼、鉢、郎、事干の42lli蓄の存IEもしく
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は使用が1iIii~容されたわげである。

その他、1底部のみ1件、口縁、腕部被片が12件発見されたが、図上復元の不可艇なものが大部l分であ

った。

B、*lm(図4の1-15)

1. 1 ト レンチ北磁の黒色粘土上高より:tl土した頭部品1三角tk~1:削りとられた木総でめる。問み部分

に苦干の;憐(1)1支がみられるが、先島高Zllにおいては童話い刃物11:よ守て1"]12-3蹄前後で削られ 〈袋芸員とも

に〉ている発形ぷである。J挙事 0.3師、 巾は3宮大で2.1帥を計り.長さは23.1岬でみる。

2. 長t<25. 6師、rJJ、浮きとも 1(， O. 5閣の円形のi抗菌を自主す答状木擦でゐる。完形ぷでゐり、 3トレン

チ3.2m付近の出土物である。

3. 1と隠桜1(，耳目線が三角f:!¥を泉する二本JfP!<<=l'1，であるが、頭部付近には〈ぴれ1也分はみられない。長さ

18. 0師、 rIJO.6師、 fi;i.み 0.5岬で l ~ひとまわりの小形化したようなものである。そして 1 と l司鍛にその

先鋭は上F方向より針めに鋭〈切り込まれている。 こうした形状の木製品は!J!l泌司ill6!本の「政投事長選」

iã~持からも 出土しているが、やや総li彩を涼し筒内~予の新商.号i?/Þ:す点Iq吉平の憎尽力i見受けられる。

4. 2トレンチ東側の熊色粘土ψより発見されたものでゐり 、長さ 12.0冊、 緩大IIJl.7棚、 V乎状の断

面を厚生し凶のお侭Jの凹泌作成のため鋭い道兵はより切点を加えた疫L~~がI!IJ I僚である。またそれと同様1(.

ir.上t己資l分も 3僻探伎にわたって自1)り取られている。完形品でないため. その町~tRは総主主の滋を鋭レな

いが1m角の穴が2-3あった縁状木鴻と思える。

5. 1 トレンチのほぼド1.1;たよ り黒色上高より出土したW明の形状を烈する万J.~ 0.2岬の説い阪で作成さ

れたものである。民主6.8岬、rlJ1.0-2.5仰で筋卒:r息没家箆JIEl!e事の持湾.IJよ1)Jf:.!品されたもの〈長さ

12僻、 浮き3.5隅〉より若干小さいものでゐる。 'f.::.tごしphj者とる左右欠狽しているため.その明らかなfl予

は不明であるが、罪事』買をF可側より 0.5-1.0鵬程の深さに三角fÂ(!:切り込んでいる点g:.:j;~;重点が見い出さ

せる。

6. 長さ 30.30m、ほば円形の斯商をみせる付J2.1抑の『制止木2告である。何匹討を1両IJI!Jから手'ifで鋭〈切

り、その中央に深み5 糊 前後入れている木県Ifr~ーの木訟である。|当のたA・5J'.lf百の形が正万と Zゴー角~J;で;ノ

ンメトザカル約ではないにレろ、 V ならびに U乎tXの切 り込み.æいずれも Z 'i mずつ~ j G1ている 13.か

ら、{邑の機能f{'.f;'s占備にのせて.ある却の工作を滋行するための手段道具と考える。

7 前述した6とI叫隊tζlトレンチ術館の斜色粘土iこ'突きささった炊飯で出土したもので、長;;32.0 

OIO r:-J3. 0師、 Vニ1'V，の I街頭をみせる線伏木~あでる。図のゐõ-l描{i>lihj lll!よ1)手斧で長銀i乙切り取ヮたもの。

-Jj，ut.1司は腐柏して明らかではない。(河翁所i乙活干の涜痕あり〉

1X::.8 -15の時々正方形をE霊す簿。桜花約0.4-0.5倒 的後の小穴もし<I立木釘や施しているノ1，潤ぷ8('1' 

.二つ、てj五べる己とにする。

8. 12 、 13、 14、 15 はいずれも 1 トレ ンチの~t， . I拘却の黒色粘土上商より先見されたものでおり .泌
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~ 9. 10. 11の3<1.¥は3トレン乎の深さ約3m地点で出土したものである。

二 ~ ~，，，，-，仁気品I! . m 1 、 2 次苅査ですでI~ 3件発見されているが、次にその3t法ならびに.その特

色を喧!111:工長示するζ とにする。

次官の統計炎で切らか認ととは tll2の袋災1:;:1-4行毘の民文が銘飽きれている、いわゆる「木簡j

~ ~-!tlρ紋人・な品の辛除いて、 li l:!' 10岬内外の:æ力・1彩IC.iffい 、 厚さ 0.6-0.7圃 自白伎の似札が本iIl~事の緩

'(;1.よれ十しとみてさしっかえないと巧える。それぞれの小穴は、大線分謹直な!Jl!;;1j 'e純ζ レている

8. 10. 12の3点は一方もしくは両側より成診しているものである。木釘の潟ζ 苫れているものは

14、15の2点のみでゐるが.~ 2 次乃花の木内池物寄り l T合わせれば3点となり . ぃ.(れ色紙の両面

上1)~j弓.そのI百J弐なみせている.

ーー勿油、 -1;'がたさ 1.5圃-2.()(a:! ど見.・一一.仮そのも vJ~J君主;wはほぼ水平に/J.?ており.本筋

をぬいてh れら、‘二 t主的 ~;lて，、るも.， .'. . : ~. "0 今Ld- a t主で~尽きれた 8. 9. 14 J)11l~ 1:::孟λ釘穴み

時間.:J帽-1.5幅 三を2記可:，ttFl"lt.~~!1 ~ ':Jl {{ _ ζJることが民暁された日. t~ 乱~?;!.'fl 回定か J

，時ぇ愉it!f1~:~rj:"': ~ vコプJーか占 j.jt; _，ヒピiよ':.tと:われる. 烹 llXと:fでC'-L行地区;;J中EE土'.J'!l土、Jた

JI~災に~ðJ.!: オ 174卑t J:~ぜかただJ!1 与る . 1、倒的，2L U204 ・: < . _þ議 .;) 1 ・z ・，~ 1~~~.i~とIiH・ 4昌行3 ・tるた

山lil似中しでみると巧えξ。たfごfL1しむらく lot.J~ I.，!.':< Hた伐 J の 10ぷ:二 iま~，l!;告が内泌でのり . その~~

x.~tl;が痔'.'};":l ~こゐるが. らHLを取りつりる以I)ÎIの b しくは、 その崎吻内r&.およびそのは常収とを記ず以

!仰の‘生、の似品と巧えてもよいのでは俗いt'ろうか.

また前述した本おのItで 1や3の;ゐ:411.1.1;1$になっている色のはff(はたを伐るとき練糸を過す滋共〉

め請でゐり. 5 I立糸拳. 6'立織僚の中心的道具でめる府主主〈鈴糸を主主べ“健の胆11$;:;心UIと'..るべき位

民主でよむ!~結びfi!('ii::させる泊呉〉であると潟える。己の滋i二綴似したるのが>tI l 次，1ft一一木おìff-Jl

2ー でだはされているが断面は丸〈はないが.やはりあ・6のー還にQてさしっかえはいでゐみう.

. iJUt:のところ、以下において発五LtIれに館内のお tltJ;~い山せる溢跡は、 本必~:)iの他ι9J!ll! rli総本の

rJ<1!没:ぷhUのみでめかその考然上.まだ資料の乏しい現状でゐる。しかし、今後、 乙うレた周途不

IPI ω1~ 1J.'l1'.，'， 1二関レては光分なる文献資料と対jJl レた上で考えτゆかねばむ らない i[\ 1;l~はる脈泌と~える

‘， ! ，(?める。

..j，.ijl財からぬ.I.!きれたjjJt告のliiから 6.平aより .'i' 1<中惇iの地方{C.JJitë した否~\'.ii(t~ ユ 晶アンスそ持。

た .ifl:宮山l:tふであることが.主主昔L 是正|もはらぴtζm"，土昔:t.!l1.、泌が告'Jどからうかがえるのでゐ

る. (.61電t理.k】

$.繍物体

1.スギ

、けで('1・山れたぽ本状に目IJi，れたltレ勺人 "n4トレシヂ必、ゃくらの住と見られている北側の列

υ人 1吋r，~<I 'tEの.It側:二;浮t ニ . I~触して立勺たlÌ.まにな・つであ+た。

-13 



Z. -'lリノキ

クリ ノキの木古都で、人工の加えられたさく木と児られる志のが、第3ドレンチより出土した。

3. モ t :p 

モ<.y Acez Pal matumの幹の下認で、約20醐 XIOO帥 大で、やや湾曲し、一織には、者支の上部が見

られ、 他端の的in耳は、ネ;斉のでこlまとで、人為によるものでないと見られるものが、 第2ドレンチのシ

ラス庖から 1-*出土した。部分的には樹皮也主えっており、 ほほ'J;j:!凶の方向そとり、 水平伎をなしてい

..-，~。
ζれは、シ ラスJ~!r.ゐった 乙 とから、流れて乙乙 11:.透したものと5号えられる。

4. ヤチダモ

ヤチダモ Fraxinusm andshuricaの根部が、鋭 2ドレンチより出土した。根の上断磁は、 t'Is寺の生活

i!iiであったと見られる黒土のよi!iiと、ほ{まー殺していて、J6i朽していたもので、 切口の刃物のl憾などを

観察する乙とは. まったくできなかったが.ifi径は約30岬佼ゐり、下方の狼は、j索く地中に入ってあっ

--~。
このヤチダモiま、遊物の築造当時!<:伐材されたものでめろう。 乙の水は通磁の斡を色っているもので

あるから、強物のどの部分かに利用きれでもよいのでゐるが、如何に利用きれたものであろうか、 ζの

木の生育盟理緩からJ佐2呈すると、当時るこ ζは湿J血需であったと考えられる。

以上の他に、私の自に触れなかったものが、多少あったようでゐる。(松IfIl'系治〉

7. 遺跡周辺の史料

日本古代国家、特11:.律令官許l古代関家体制I主文化己主新以後になって、東北地方ーにいろいろなI盟銭的影響

を与えたのであるが、その以前でも東北は決して隔絶した社会ではなかった。

いわ叩る}J.区始的小限家が部署5国家磁の問に於て統合と日目減~くり返しつつ、次第，C:支配 E習を拡大し

て、大き くなっては他を抑えて後の大和籾径のもとに支配されたとされている。そしてその中心的役割

をなす抱方土疫が鍛災と呼ばれた時代がゐq た。日本人でゐちながら東北という自然jJ!i誌などの相還

と、中央政府から遠隔の地(>:î:tむといった穏皮の相互Eで、文化的には地域1.3が大きしすべての日:~M

他地方より低い文化生活をしていたとは考えられない。

それが大化改新以後政Jヒの隠妬が急1<'すすみ、 やがて識f.fTiI主代に入ってからは全く円本国家体制下の

実令な支配 FIこ績かれた。 しかしなおその中には地主員交犯地とF，，Il主主底締官買がめって、明Bi(l¥i絡鎖は鎌倉

l!:家人が管理していたといわれる。州北朝時代の都令li"Jr釘償支配線のf:臨立という自縦t<:よって、東北も

安次中央政砲の顔終的修理予を受けることtとなった。

;JL.Jt.を合むこの地主主の調l村はこのような文化発達のどζかの治療にた迷したものであるが、本;総 1ま111.

，: :i1.!'tを会む民主主主の史料の二三 を寄生11るにとどめ、 しかも鎌倉以前の史料はi絡認し、尚北朝領までのT岩

崎をごえたのは、 M述の文化史的なI自主主発達泌怒号知るために必重要であると{雷じたからでゐる。
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円本JHil1吉明包年四月条

EF告話〈例名〉高白綿一百八十銭を<Ilぇ鰻演を:tつo a::悶_ ~争ftニll!!0)鍛爽E置み惚れて降を乞う. 定It.

F てほ争革hし、 高島を書写rnの繍乙烹向。…・・・望号し官lJの為iこ弓~を信ゾたらば航自の滞の神知りはむ・・・ e ・

_ _._ .:>Jr.T IIIの浦1IJ!は現在ニツ持田f七必‘二ゐる七霊山'R停の主主でゐゐうとされているが.郷土史家の多〈

是?寺する:~5ê.でゐる。

。何本容紀子哲明四年紀七月1:‘こ

__.w代郡大宮i所尼具明日1乙小てF

少鎮守~!Il:左11:怠武

労働者二人11: 純一階

他の地域の鍛裂と共11:般活1乙参向車日貸して位踏を~11t~のであって、秋悶瓜ゴtr.lllt. t f亭代筋力三ゐり.

tt:lDIlを持ったを士会L員同がめゥたのである。

。和綱元年 (708)九月ニ+八日条(続岡本紀)穏後国営す。出羽部が創認され中央勢力が県北i二及

んで来る。

。天率五年〈お3)紀十二月廿六日条

出羽、 栂寺款問付高~1，高水の関ι~鑑す。

叉tt~6静Hu:郡を砥!てて民~f.!} らし tfo

ιの顎から秋出l:t中央との正1銭的なf噂係、を持つ地域が1!1;大して来んのである.

0 元袋二年 (878)

乙の汗:鮫5耳が反乱し . 狭山成位rf 合氏'~等続かれる。

七・月十臼の条1ζ

叉秋削減 F~J血たる者‘ 上nt~f . 1，.1<1号、儲制、 !l¥f代. 河北、 総本、Jj口、大河、組、高fl方.方

上.縫f唱の十二村地......

とあ。て臨測は阿仁理署斜地方ならんといわれ.DIt地と呼ばれているものの.集団社会があり、秋国成

の支況地と苦言えていたのでゐるe

。高-U~嵩の交治笠{j': (1189)ん月三条

~自首敏千のlTC兵4こ閉まれ、 一日の命を illる為め存を隠すことJllの拘:1 < .i!! <乙と 11 き 1<:: 似たり 。~

f~'るをJ.Jし、事車線BEtZ 赴らこのAQ. 相時Ú' (_とをt代のaJl従、河μi次郎のJ胞内P.1l"の柵の処に強jる.

1PJ1II!llJ ち年来の!日好を~じ応従等をして~衡を相j瞳み、 ttを~す。 .....

演の締はjl:狭rUlIilと労相でゐf).此の地坂氏!t.'(~泉厳~;i三f~の特集文化"の中にみる。

I!iJJ;[氏との関係でその後色寺領としてあ。士こ資料で白羽悶の中電事守舗を，~す峨ーの文;唱でゐる と

きれているので.乙乙にぷす乙とにした。
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C ~t街宣員家間笈 n耳元二!f1337)

向興国秋問主事望書自守村、時宣告上下村、雄2玉村、lヨIU村、女法寺、 ギ公寺、島正樹電器等家、依為別当

=f今232i究1行21卑者、 平可主主心付、 下地於祭事E次彼村々惣間数立在$員以下のE吾、 望号納加1~定見可主主

泣:i並之旨悶íU突他衡W，Á~虹1('1・

事E元二年九月三日

主翼守厳然有与民主将

小野寺肥後守段

平1"'1['!! DIlli:衛政 ( !t~苦玉県中11t文t!l=上 谷〉

。浅利持者連tHW，(処!武三年1336)

&利六郎沼Jl&i'i'i主主l:.ti品事

会主主武::::.q::正月ー1・三トl 治巡A令退治|五|司/51話|彼等、殺越主I!q箆iI也処、¥lU島太)'$.!持協自白ぬ重捕

方於;rlれ中M代木IfI1々、おilm'~-i . 次比l想[，1)凶従軍f則彦次tîl!放す;ミ(~\)f!鹿角都国代/~占伺小次郎左衛門

紙特|司目、，ji均~X次郎姉行代"Él~~'; 、 小空間{問81>、 五怠器等三郎太郎以下凶i聖書卒、 自令記L伐以来、松l度々;J.!

錦之 rm必々ま主I:l:.ìffi者也 、 J.Mt胃 、 "1有鋭敏総:定。?ふ箆J/~.~.

廷!式li.11・:ti片十一凶 Wi1 rr.i;主

;(g上、御事行所 (â!!lfd~i'車交お)

浅利n:;の際角比内i乙於げる~1;:J11の数々の資料の一つでゐる。

初]~人浅利æの Eの地主Ii4足を入れ，"..:，Ö) :~J:!)資料である。

o (~~究貞光rfi I~'，信

d.4iJi氏三年八!J、 .~! ~'I ・七)~ 、 為対治L唱itJJJîJ'Ii 益事級成1:1 1成田小次郎￡エ r~ 4>;1 l'l:利六日目[1!l自11M述~肉

之可合力之FII刊!ζI之|潟、先illi続完耳目災;注工r'3次郎光l待以ド多害事 致ぬ々 主主Jむ感情迎-~J.tMf.之

~.f.1I三年五月 r 1 

(;主25ffia;文内)

つ flift'i!;二I渇する資料(文和-・;1:1354)

御効:荷主J(.;ii色1犬

如判長者喫i七J匂;器・R内郷、'1f~ゐ耳t.j!f>泌11~之破。

わJ)うち千七fl刈、やち11J百j.!J、 が六つ(!Jの11刈、 レをから111千九苔メ/J.かうと う太っくり二・

'fi hJ.七/1ii太郎っくり三Ti刈、よとう四郎っくり;之百j.!Jか り、 レコ111四月刈、よ きう次郎う けた

大!.u千かり、七F!I;'::JlITJ控ねんしつHI三i5"かり 、1111u:J)~をんしつ且iTi:函かり 、 きう あみた子のをん

江fiか句 、 き“ 5J)~~.九品J.}をん三郎I'QJ!sつ〈り三百かり、ひのくらにわんた百かり， ù. ~まの太
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%っくり二百かり、五郎次郎か悶五百かりょとう次かっくり六百か 今、五郎次郎か周五百かり、

よとう次かっくり六iliか り、五良litl:Jlsか附五行かり 、係七か間三百かり、 をんなしひに苔かりせ

んくうのうり|迫。

、ふくろうの|沼二千かか ζのうち五百かりくまの、観l/fli1週、千七百か りきは閉

さは回二百かり 、九Jls鍛をん1.1:1ニsかり、平次入浴をん百かり 、可Z七入道う Ij凶、 うほかムと

乙ゐ二百かり、鈎常のまえさ p う‘ゐみにふのそんこのうち七百か力 、 さ乙回にあ号、 さ乙間四

百かり、みぞのした五百かか くねそいこF.-iか り. 五郎次郎wi'ニ百かり、 かきう ち間五百戸jます

い五郎かをんてらのうしろのうち、 おIj筒かり 、 はくのさは六百かl).かはつらのきかえの田昌

かり、八JlII次郎うo凶かなやまのまえ七十かり、ぜんたち〈そっと間二百かり、せんたち悶ひの

くちまえ三百かり、 せんたちの旧二百六十か り、1it出しら八百かり送回たけのわたかうしゐi乙

九宵かり、かうやの111八斉かI). :1'んとう六入iU5 :t凶、 〈そっしωて 1 1 んとう λ入iß~んの閉

二百かり、 E童四日H殺のてっ く)から入道やしき IJか円 、 ュ;'.-).， ら2コまゑ。二、 まι三f，!s員立のをんJ二

百かり .千百iTIかりなかためにむ34くうしれ1...かものてっ 〈円 下立 すかり でつくりかしはさ出

千かり . けんた凶行う::1Iか;=しハ111干かり. 二.fl色主 :7iIihfしき _'J111三FZか')、てっくりこの

うちニ遥かり 、 六郎~，.!1~かを入. き 4と う次郎入:îì千六百か旬、あくうしあしらい、 ギ五l!sまゑ六ili

かり、 きとう次郎入迫のうけUJI立たえIJJ六引かり、ひこi辺郎かうけωまたわらさいけ千かっ、り

んた問自日かう 11凶はたわらつ <1 ) 午かり 、 1、ω五郎/7(~ß ;，けIJlからっくり千かり .術く うしゐし

はやしきき1is'か りう (1間五5おの 、 まんと乙ゐ鍛のう 1;1'比l.ii.了lかり、 とうはりうけ区l六郎三郎

入道千か9、うけ|到、|え太っくり千か 1)、 うけfllJ.主主人むのさいけのうら、 ~1.太九百か り 、 なかさ

っぱろけま ι 凶fIIl三郎かり . ねき入浴うらうけ川ニ'~iかり 、 まっさかのものう Ij凶、ねき入i宣う

らね主入illひかゑーたん、いな句 の神111まんと三んt伎のずふんの仕i、 なかたかうし乃にままi[かり 、

つぼろげさいけのみなみのかたに七行かりまんと ζん般のをん

一、やうつくり七郎三郎般のおん三出力、。 、 まずい五郎かをん凶Gかり 、 さ5あみた」、のをんこ.百

か哲 、とくあみたムのをん六白ーかり 、 ま乙.:o:!!j;殺をんこI百か与、九時tの{eん七百かり .9事五自rlJ般

のをんお;また般のうりω三百かか 、かめ111六百点、句 、#.H 1 fit !-liーたル、 しんさんの仲i却下かり、

くはの水旺i五百かり .八まんのI'P凶三千かう

目、j土内、 1{jと内泌'1J¥之本

、ιんの五郎入浴のひかえの分、 乙のうち面かり、 ゃくしたうのおう LU二否、ニ1緩O'I.か11んわん

た二百かり、 くてん剖千八i宝かり 、 にうさ〈のこると三 Jう ;.r、 {下 、 そのほかを入の怯|千かり . 王i~当

か りしんしゃの尚'LU五百かり 、^まんの仲間、ほ うり平うの伊11凶五十かり

一、八下かり五'1:金三郎入道のひかゑの分、 ニのうち五百かっさうあみたふの~ん三百かり 、ま ζ次

邸入J昌、(})をん二l可かり. 二総次がんほかり滋f士iわんた二百か り、'似くコしみし四千三百かり、九
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作のζ り二本作、 Eのほかをんの悶千かり七百かりいなりの神間二宵かり、めはせて九百かり、 -

aかりしんしゃの神間

一、六千かりひうか腐のひか患の分、 ζのうち百かりこ緩iXかけんわんた五十かり、 くてん千か

り、六百かり当作の乙り不作、乙のほか五百かり、ひうか房か骨ん

一、千かりにわたり次RJ>かひかゑの分、 乙のうち二百かちご様次かをんわんた三百かり、 〈てん_.

干かか当作の乙り不作

一、いつみ凶三千五百かり.乙のうち百かり、ニ滋次かをんわんた八束古今、七百カ功 、たうさく

のζ り耳、作、みやうしうの分をんに千かり .五郎次郎にゆっるUlm内聞きち、11上ゐりひう曾比

内.は、のゆつりかうやさ御せんのさつりζれをのそいで、野畠山野くてん、午・そえーゑんに知

行すへし

一、甲斐飽ゐをしまのしゃう .ゐきりのかうのうち、はははのよさう後家のっくりの問、一町従家

一問、 惣領&:閉館iζゆっる所笑也、 他のさまたりなく~，盤状にまかせ知行すへし

Irr為後gjI文状如件

文和三時三太才叩午十二月廿四臼 沙弥rft光〈新渡戸文書)

特に曾比内と総栄町の本側部にある!日字省内烏局と{首初、~台とかの迷関主主などもっと調査したいもの

である。

。しらすと白傑洪水

口線伝説の中から得た資料でゐる。

秋EBV;{~tの人々はしらすという訟を使う 。 1 1 1本部ニツ~j・町へ汽取で行く、友右の山肌が白い。凝灰石

の白い1111J!1，であるが、それが風¥¥WIL1iEらされて、砂状にな。て111縮t己破る。徳川時代i1:幕府の巡見伎が

秋間荷量1':来た時tζ色、l;if恨の山本家が本隊になった乙とがあって、その円の朝早〈しらずやi!I!んで来て

内から玄関まで敷いて.idを清めたとレらすの誇で記録きれている.

lK~担燭辺i乙も乙の績のしらすがとて品多い。現在でも洪水の変に I.Uil!lから流れる水で米代JIIには小さ

!J.すらす~Hが出来る乙とがよくゐる。

伝鋭で飯島大きな洪水は八郎太郎が十如栓lから脱けだす崎、現在のニア井町七倉で米代/1( 'i>せきとめ

て、その上流地方を大綱11:しがた、その土手がねずみに破られたとか、 乙の洪水音臼将供ど，t}いた地方

文献もある。

大ti1n陸燥のような必lt!l封kRきには大洪水の威力は、JJi花組像きれない械の後化を与えたと考えられる。

fH足以後\Í)~i説草には殆んど、 その惨状骨示す資総はない。

たfご迂自主文献には二三ゐるが.これも口停をおとしたるのであるが.iXにその一つ'fe'i'J<。

司l~睦6J七 日市長岐文~t~の仰に総代詩己ょうのものがゐって、 一 ー倹古臼J~の洪水と Ef.lす大洪水があり…0 ・

と}Iかれた主のがゐる。ニツJt-!iJ滞手干の赦林女;1'(現在秋且l鶴谷釘I依托〉にも筏占t会11茸の洪水......とゐ
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.s.. 

'ニゼニツ井町海上舗の街地文書の:3i'ID四年の大洪水記録の巾I{_…・0 往古臼併の大洪水といわれし洪水

F ち現か河水自〈濁り、その濁統の中4乙白梅の重量の浮きttむを見たる人ゐりという、従I{_も電車みしき洪

":'三り……と書いてゐるのが常々具体的なものでゐろう.

~&ではあるが. しらすと自苦手、 と乙かに流媛民の大洪水の~衡を知らされる。(三浦一郎〉

重量考文献

~IH~史

款問県郷土史〈秋岡県師範学校〉

多賀晶iと秩悶城〈新野{出定理主〉

嘆lI!郷土史(~~世中学校〉

菊地支従〈二ツ井町〉

長敏文型~O官製町七日市)

秋林文\!Hニツ~ I:町〉

主苦手中i世文書 〈管手県教育委員会〉
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第 3掌 総 括

1. 考古伊よよりみた本遺跡出土i!物

昭和36-38僚にかけ須忠大砲土簡潔が見い出されてから、昭事国40ljol0月.1縫製sやや校の敷地内Ic.i¥J!1If

1持jき成のため、野球グランド北方地緩から採土作業中.刀子H台め土師。竜王、須iS品目、 木答、木Il'fWi片4よ

どと共に巨大な土居が発見されたζ とが、本巡量車をf詰3次綱渡まで継続されるia封印となった己とは今ま

で強刊された務H'(1)}で間知Iの如〈である。

そして、 昭和42年五1のC1il次調子町から44停の3次立で延60日fmiC渡る水絡的調査員百聞において発見さ

れた泌物は、土~母 ・ 本自書ゃあわぜ約 120点緩であるが、 その内双はi:fî l 1iのと うりである.3理資対象の縫

移によって、 第1次はC地区、 2次はs(l、2)港区、 3次のそれはB. C池ぽの中間区と沼紛発見

逃は変化し、その数量は.l1f1没滋練としては鰍めて少設で色めり、 A地18(舗仰を中心と したi陸線〉から

は符無i乙等しかった点11:本ill跡出土i単物の符貨が清11こ挙げられる.

しかし、第 1妥でも明日の如く須¥!_¥E興;!}土尽か4点、本iis2:佼. t1I，.凶などの木211のl也.Q) 3l'!{にお

って多主主の出土数となって浮ぴ上。た仮lJ::.Iド総 一後i占するが本節約~J賢を多分に合んでいるーの 11 点

と、 総隊兵と考えられる節々の木製品なと内?専の~ãíな、 いわばJ>~倣のある乙とが・，:1\2の特'11なので

ゐる。

選締の大成Wi/J点から比'1(寸れば.これら出土教の少はきにゐる傾のアンバランヌが見受げられる

第11霞 「錫桃鯨J遺障出土 i軍物 一 覧車堅

土 祉品 本 a:; 鉄8:}
時|組出土総数 備 与

土師須崎鵬只阪外をの他モの{也

ヂ1A 1 31 11 21 0， 01 01 0 中字削陣織の」日酬を中心と

ω1 R I 01 01 o[ 01 01 01 0 した地点より発見事t1t~!;ので、
出 1 Sl 01 41 01 01 |11 A， (，脇訪問
ム SI 01 41 01 01 Ol(刀子】

高 A 01 01 0 01 01 01 01 c池沢fl!物叶を中心に測量E。

込~ -8 1 31 0 1 21 0 1 0 1 (ぬ、l| 0 m14dmトな士総どが喝弘;ー
Jニ c1 24(+川口 16111 (':1)1(品目J続本

I'!i A代 31<o，}..)1 0 I 0 I 1 1 0 0 1 B必tli並区土般砧総物鈎に2枇点柄をe飽ド中木心:足1ζ，WJ街。
忌:: 8 561 01|(戯3作9111 01I 011 11 1鈎くる殺み 出自 なと発見。

ふ c 31 01 11 01 01 21 <るみ

国\ .~ 4 0 1 1 1 0 31_0 1 0 I a地訳出地区の中山崎ル

~ B ! 0 0 I 0 1 0 1 0 1 0 0 I ~~ぬ区遺物H帰詰郷なl をAじt.か.心.1眠状~;雪量がtl
島 1 ðff~ L !)s，!;土ふピ 17 0 S I 4 51 3波本

a
e
-
-

口一 5 1 (~1 ，1 28 1 1 ぺ「
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<l巴G~'t.;1大.舎、 illt1ヒ含むttで01>る.

11111'-'!-'1:lf)n伏Zi;1.>(+1) 1:民窓彦、貝嵐ζ孔.lt>6I>DoO.なる‘。で晶る.

担書士留i孟甥 1~ (1鼠)-c-、飢2民 (HO-81.2-庖3P;(1創 -C-">I十・Aでゐる.

"色晶るIIむの底値は慌の温!I.

(じn 掛 1肺…制守…喜…Zη2
随由叩...金盛2処&.5"ヨ.拘量愛量1口3事"酒
~.T-・・・書量:14:1:..:::.婦に1! 1). 1宮内日o穴JI雪合蹟
I-:c...... Jl.8iioOl，、@圃1!oXi'"門事.曙I.U

自陣 l 、-HIt制lflll{'i唱d~ 暗にしてお!日付]l11月 f"";~.

e
e
A
v
e
 

ttヲーしたものと~.えられるι と tz よ，て明信で"てそ.，)~割E今•• それはatz温路のJ'l!1証即巾r:.よ

• 
そのIU土地点は~淡ド 1.4-1.5m 前後~!11色色土よiiiならびにその七.温r:の2-3よlHよ.、て‘

:::..Jt見4れているのが

!!.鉱工:ISIl :..てみ毛 ιとに f

色レ〈ははシラヌ土織と町田色，~土とめ'!'lIIlil:ゐる 2-3・ :)ti色。侵

それでは窃3次l1li 1!.で見い白書れた出土ìD~l:ついてザで~る.

t>・

n 1) 
1 '，Il t宜1
1967・3陶 171~1'1之. fl\lll;l:1丘とi'~.1-:!i:t;，1J

事山d;JIIS.flαlO:f鳴Jl!J't，，1i!'水
J!i川賢 t ・-Jt剣令l'七十再1m; ー

..-;A. 
541・4 110 

沼14tj¥の16P-18P虫での(4)地質Vft((.
5<13・3- 以 III~;I世~I:rt!ll会 r，¥JJ1北町r1fIf&4JJq甘 1~ß'1 1，9 ，'d¥U4IJ 

れ;t'"白穫の木島平~".lゐ..;111< 1.ロtuL!. f'{紅肉沼の f$が ~J 宇!lU!I:は fその~'i:lI.1.てう

， t:'士σ，-全・.しとしと・9山.行かう人のふめば.ιの上4よる処:Zいとひん草野のめりτ.れ.

司酔1: シラ Ãお砲の u ;，:の血 ~I' t> 1 s...ているよう1:.る
-

S

F
M
・

匂

A
・
た

ι・
れ

am
-
-u 

u・

山
出

rh可

-z

て
・
託

児
・
で

の
・
水

4・
同
桝

悦
…
…w

.省主、時代-!t巳'X!ミセIf:(830)の111友司政mo大地ロ切と指定

-もので晶ると~えている.!r(! 司・• ， ， 司崎，.‘ー吋 1・ιν許仲しZいる・

。。。。。。
弘、ず1:1tl: ，¥ 

1おH58V，および凶 1:1lfJi;01 その);，~分1:須尉沼でゐるが.まりで.nl~ 11l1l'~ ;::'tJJHよモ90111主

事事(1 ) 1:( 1 ). "'(2). ，.をのゆでの15Dは~(24 ) . l!I( 4). 、司I!e\か32.~ほどピ止

o1> iJ.1C倒的.こ宛伊丹~，~、.，l a J_ 

:!)rltlD舗はti¥2 rl-6l;!1: .lυた1"'.) 
~'<r望通己λちれる甥邸事事でゐ1).つまり.DI! 3 ri':~fJ ずるιとが司自Eでめる.fIIlC…..ιの

日1t!Z:の断高Sの比ヰtが略々 13~S:S のtJIl)合t:.~? て剥り 、1112t.:!で明らかのように口径.1It!!. 

ii品IliT，. < J ~"I"~I二舛lZし.r.:おより 1l!Zにかけτ4飽合に鈍角伝-t:::"~.シ H~しているtl::u

在(i対坊の均一化に~しい b r.いがめるtil.また全体的にifj.1.が1M古代日tl.r，. 
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ζのZ重の特色である。勿論、ロクロ仕上げによって作成され底絡には糸切りが明瞭である。

しか し、その燐成は組怒でめり 、僅かに うるし主主りを総ζ しているもの もあるが大部分もろく、胎土

も砂僚が混入していて一般に戦い怨である。Ë@Iζ苦~J.)内闘には特tl:有機物または煤が付若している点が

目立ち、 乙のSEif彰骨成すものの生活時におりる役刻が、飲食iW告書より Hl'しろ泊阻か、 それに第ずる間

的f;:;)Il\!~佼飼された患のと絵測されてくる ζ とも付記しておかなければならない盤援な点である。

… (A若手〉

次I4 A~干の総克1 と同じ衆電褐色の色主唱を思 し、糸切り跡が明IIではあるが、 *$が 0.2-0.3冊 程~1l芝、 上

第2-6表 出 土土 舗数 値 署員

第 2袋線 (24) 策3表 王室 (4)

竺~竺
とと竺

AI  13.4 I 5.4 I 

AI  13.4 I 4.9 I 

三」

出
A 13.3 

A 13.0 

A 13.0 

12.7 

A 12.6 

A 12.5 

12.5 

A 11.9 

A 11.2 

且

。oqo
 

l
 

-

-
A

B

 

i底筏

l
 

n
u
 

E
J
 

5.2 

s 

2 

川

一
一日

一
川

一4ゐ. |備 考

5.0 I 1次 C

4.5 I ~ ~ 

~ 

5・4 I 銭l次高;土、告c書腿「哨J

下ンチ
4.6 I lVtC 

4.5 I q q 

i総書士総
5.0 I '2次Bl

liI<B2 

l次C証書物

4.7 1 2次C越鈎

4.6 

4.6 1 袈客土撚 3次
3トレンチ

1 ej; C B 13.0 

B I 

C ロー2
。 -勾

4
9
3
 

1
 

口径|氏 t~ I 禽 |倣 昔昔

7・9 I 12.5 I 直53口ト俊40~発見
I 20.0 I 土的製品6.0 I 20.0 I 536:::40年発見

l次C建物

9.7 I 3次 2トレンチ疎

芸品、4表 鉢 (2)

口 径 | 底 径 | 商 |俄 苛事

II問8I l?XC建物

26.2 I 10.8 I 13.5 I 2削 2建物

餓 5$ 箆 (1 ) 

見世
四半角。令。

徽

一

s

考

m61若 i平(1)

鍛

3次 2トレンチ東

考

※単位は全て調。

※ 第1-3次純益特における原図を善幸男自にして作成し
たもの。

※椀末尾の14点は口縁部のみのため。
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!1!・1ζqてコるEE55がゐる。組1然その絡来とレて!4;，'iI:内iliiが4I'i?‘::!'1L':.:S :レ<. ..文書置ををし劃

.亙'Jf己却しめ士か絹~~である.o!cuこ特色を ι つa

""'.:.....， .ロ主主;Zit舛認する ζとは〈直線的な毛ち上りを示し、 白書ロ簿もあま句思T:.二主受・られな

手面E空2・平fJi'目音笠しており .内面のそれとは倒対的信主主とな・っているaff事でめるc …… (8宮、

厳重量;;z:診として分加害れる続は、本沼跡において儲か l点王のみでゐるが.そのゑIII!b-:とω 七2つ

九とatまった〈災なるものである。即ち.口径12・2冊.底 i霊5.1冊. 商事6.6岬 DTう5.?d七挙手

恥官・て去る。僕怒形中、五査61苦さのあるもので. ，，~ロ使用が内外商と色 tζltしし了司E元手を詫ベιこ

~:T --:'".その中tこすっぽりおさまる感じの品白土、焼成と色n:良好なる総形でめる。つまり. A' 8 &t.~ 

それと然なる点(;!:、 もち上りが非常にil!底的でゐる己と.内外ifrilζ燃や付着物がま。1:.<見ι t1.~:;.、罫

ミ~~色調を!Aする.. til平、m;綿糸切り勝広務'干の舗を色たせる切り日である Eとなどが挙げられるコて

ト7・..
ニ刀F置のaa彩4土、!lJ~市脇本威主提出 fl.'苦渋:<<IiJ 渇跡から間嶋慾を)~す弘の弘主 3 伝ヲb-a15昔、て '.\~e

C陣剖

わゆる光全な食盟1としてHfif使用された志のか.めるいは祭肩emとして符別 11:作成宮れたものと袴え

て11:ちであろう.…，・ (CM)

(2)滋・…・・土Mil曜の滋1膨Sgを合め4点の先見をみたが、 fl念'.乙とにその中の2点は昭和36-40年間1:

17'，&われた遺跡付近の保土作集中11:!.I.い出t:itた阜ので.その1.t.1土地点や状況の持制が切らかではな

~\. -AおよびC池氏付近であるζ とは鑓定しているー

モの皆IR事内容はa:;日銭 3点、凝り iι.'.tI孟Jt般的良い1舗を付げたほrliilである。いずれ島小l彰であり広

n置置の3点は飴.:1::. ltlilt と I， IC絡感心臓鱒告宣し、 t~ι<n 3 次.2草花でC地区OB締 (2 ト ν ン予稿舗の虫

色粘土制巾〉から，-a~されたbのは腐lilがi!iし〈、灰1以色r，rflレたi下りの組;1，なものでめる.

ただ封切鐙と司1 1 次で~.I.!.された11 iJ，'f>の"'-R存の鐙の内外簡に6置かではあるが.剣毛1:.，:文織がJ;!.ら

れる)~:こ特色がゐる. :J1I者iま 11!盟主61こ込下のロ ~O使用. その〈ぴ~1.状Dと岡高E全体の丸味1.. どから考

えて. r度 制限J出 土 佐 白 旗 や 鰍f[J酬11閥復の「柏」火事V勾がの制限はどと棚IC.

本般におりる平安後期t己偏する色のとレての時代確定r，r与すのが妥当であると考える.また煩付fWI鐙

は. rjfJ!iSt~!ilJ I:U土のそれより色湾rib しており、1lI.~1\1Iのかはりの外反. s同織の丸事事宇Jil;1!I1Iζ.iI!泌過

程における』苦手の高台をつりている点伝とから、やはり平安時代の巾~後問ι位置づりられる色のと考

えら~1.る.

1Slft;…..乙のf.iの!el彩11:f，(する志のは、 82、 C~鈎遺傷内から各々 I 点ずつ出土している. c地区

出土のそれは、地理~r1.28mより発見事れたbので低悔は破!flし:定金'..措置j蕗とレて見るζとが不可能で

ある。

レかし.鎗積み方式の作成で綱却下方において内外ともに箆状の也ので盛形しているIf{跡がある.A 

i碍の須恵筑と肉僚に燃が付nレている大彰鉢である。またB2{l!物出土のそれは、南西鯛にある炉t;付
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近から発見された志ので秘義と伺際、胎土中I乙石英質の融事が混入 している黒褐色を製するらのである。

底部外側には 0.5脚rÏli後の舗をもっ凹みが!込られ、 総務み方式を~用 してお、らロ ク ロ苧箆状の もので修

正されたものと考えられる。 i，lií者 とも に 1~2 帥の厚みや持っており ffi 徒議lζiìむ志のでもゐる。

(4).掠と議...".前者については本報告書で税測している (土総番号Nn4) ので乙 ζでは省磁する。 後者

の大形~は、 そのi喝さ 50卿 近くのfft彩品であり 、 的述した土!lifj重量と同じく発矧以前の出土品である。表

i百i飼1唱にはたたき日文若宮、 内側1<::f主計百d交による請も~女!壌が施乙されている興切的な平安後JVj!ζ{立践す

る穫でめる。その数僚による大きさは県下峨ーである。

以上.tf!3次5司王まま で発見::Ht式ニ土器?についての阪嬰を述べた沢であるが. *必跡とほぼ同時代 ttl没

定されるr.t!Il己主家庭」 においてl封土した童文多くの須必然とのnJJには、{ィ)総肉、 ?3i診とも!母一形態のもの

カ)~ヤ:花している点。 lロ'ln合土 、 焼成ともにf.[l慾な作成でめる点。 1(1 ¥J ?也、糸切りの籾燦なる括支跡がめる

点。 (斗黒褐色、完宅待色のG己主唱を'立 し、燃して車kままのものが多い点。 約~Jf~が刻1，対f!1、的 (いびつ〉なもの

が少な く /J いという 点t~どの共j極点が列挙される。

他方、aし〈災なるぷfま、守与に紙iや鉢φ使よ日目ri¥jがJ:I'lri q:， n!;ー応用いられる余探としてのをれではな

く、 そ??火!丹の納町i:こf:.eわ.nるていたと:湾えられる銭的;が鎖符でめるJFJこ特色がゐって、 IdÓ者のi出総i二 't7.~

論かなりの相~がみられるため、 !顎紛1は滋げなりれ:fならないが.本逃)';j)、のR大な主主会的法的のと るべ

き当然の結果として応Hlされたものと係先でさる。

次(1:~担芯土i併について指1111な考祭脅かえてみる。 nir5L:した如く .思g土2~ ~ま破片~・含めて 4点のみで

ゐるが、凶級(6の1-4)本冶跡が免見きれ鵡奈される以前までは米i"'i;J 11流紋には絡然であるとい う干J
をHち破る~ωを作った点でtt常なi畠4告でゐると向日寺i二、 内較的、こも窓筏傑小ii]憾でもある。 その銘字

V今。。 2信I次)e~t!.の r'、'!'J (No. 1 ) 以外iまf児t誌でないが、No.3 (>1'13次〉と陶 4 (;告 2次〉とは尚一字引

望号とえ られるー 「も」か「侍」かちしくはそれ以外の?了間かも知れない一。 またl'In2 f::t r本」か 「不J

L、4断定しかねる段階にある。 レカB し、 これら 3傾倒の1ニr:t~~~ 、 f.1~下山沙問抑制法231こは

まっ:三〈見られない稀有なるも のである点二特色を持っている。 更に興味深いことは、 よ畏需を銘記して

4 、る乙れらのミ員。世~ff.f l立 、 いずれる主主将色または亦約色守強調として対句 . ，'(，~ド:h'ヰの須近椀1が~< 低られ

る中で1台土、憐JiJi:と もに良好なゐ点t二ゐる。

f計二「守」については、 34時:の建物、 I句、側刻:などの大規II，'!な本i出却\~~.~司 ftllノ i之nfi'ーの:手5・省資料と êt

えるふである。 つまり 、 商代i乙担げる tii:ltltll方の政治的K総名J災直;ii:)~.t'，土し仁ことによって、

ぷtp:.，jや緩‘拷波動じ地でゐる「峰山i器?J、仰!市帥5水{三仰する

i反逐，二不安:説i廷;己よる~ltJill支配の実体が切らさまになるのである。

r ~人rw，~jJ.:t紛，J とと ι1ζ.

「主主どを

本l恨の

ζ:....( l.. 
.- ._ -'句 -.rJ とも、うの{之、始oY);lc{{:;技術後、地方政治を行なうために，投けられた悶司の長Utr.定治

J斗ー二f!.(i立でもっfニe 701ff.8 fl，:大干II':ilJ廷より勅令きれた律令 二よ廿て.地方財政の{u]似を-f.T:された
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~;.; jてぷ中央から交代でt策;r!されてくる、いわゆる郡司らの曜長谷官 iこすEtよいコ之のでめる.昆芝山:::

. .kてE令tま悶笥 . t1ß司をJ旬、 ・ 下関係の行政'~として、 領悦tヨ:~を l尚者み共同 ~l fi: 二 d ，tt霊碑でかつ:=

Eζ るFþ*~1詰強化I<::liめさせたのである。

その為、羽廷は諸鼠t<::国司を事E慢し、長官(かみ)t乙「守Jモ次官〈すげ):こ「介ー、 "-..Hむよ ; ) 

a二ば fj輩J、 ま JIl!(きかん〉に「自Jの'l-脅さ当て、 いわゆる四等官t己分別したわけでゐるa f九じに

申ザとの官僚と量任命し任期61f(マ・'!i.・5寺代以降は4年〉 で交代させ.その凶の続績や重要性‘三よ りよ・土

・中 ・下倒の区分をしー出.?]:Jは上関一、 「守Jにもそれに応じて従五位から!司六低下までD格主をた乏

して朝廷邸般の縫保にあたったのでゐる。そして、 「占'.1の役割は、 その白書-a>統絡し国内0'1宅ての事1警

告次官である介と共iζ盟吉野 し、上級1討庁と主1!絡する乙 とが任i密である。

自IJら、神社、戸籍、 京事般を把握するとl品t時iこ百殺を主主い磁君臨復興を綬進し、 年資徴収を始ぬ邸宅‘i-

ZE.?森重!、合、終役、兵 1:、29伏、滋炊、芸部駅伝馬、 燦然、減牧.公弘.¥¥1'手および寺{鈎尼の名1iiζ とを

y:保する多級多様の殺liiJが一任されていたが、特H:t白羽、l蛤E障や越後らの 「守」らは、食喜Je>レ<I孟~

を耳翼手E人民供給¥" それに対する征将、I手候などの、 いわば大和初主主総17Fil:民きぬ綴宮町人の~怒処遺

志m嬰なf.F.FfHごったのでゐる。

乙の鍛爽lt(j径討は.土地 ・人民を俗白日畠せたいという符廷の欽求が認隠の民一朝廷に狙段を納ゆる民

ーの拡大とい ラ形で、|磯~国絞君主[lt!(ゐぜら〉 一国司やl号~1t干するため il:719;1~1ζ設定された符燃名-~鎖

す将軍である大野梨人 (おおののあずまひと)ぷ代袋されるように多量Z・出羽侃1;没箆などにより 、8ttt

紀前半より活発化していったのでゐる。 こうした7倒:紀後、rから 8!LH己後、!そにかけての中央官庁の政治
〈銭謂》

機関による)L!地支配体系は、 前述した3つの!区民!.iほ締を始めIIIIJtlJfl iiti製によiJ塩ずる「払仔!拒liJ地跡なと
〈脚〉

から，多〈の自聖書土認を発見させるメごさな'lI!f:¥:lとなったものとt号えるのでめる。

例えi正、 以R4の足区1 iJ1:f!!iからは「綴J . 仏IlI IflJ直下からはr~宮家J . r弱J.f伴J、 r'~J 、 「公Jr会J

「紙J. r事~U 1.よど。また巾央の秋倒減量tからは「野」 、 「まJ、 f減上J、 f副総長」 、 そして総本

r.l!ll役家邸Jでは「主J、 「上J、 rrru.r盟J、 fD'<回」 、 「主制J、 r虫~i?J な といずれも

中央官駁と有機的な関 J~をもっ?と噂!が地名、 人名、 背詳説、 数字などの怠区lするものと共!l:多数猪

見されているのである矢
('制。J

特Il:f.('J!没家康J出土の43点におよぶ「主Jなどは、 開始;官名の.:I:J祉の頭文字、 即ち、君E司1主i滋中iこ

ゐる主政および主悠一岡両l官級の縁 ・自にあたるーのffijhである ところの火;裟を審査し誤りを亙す、

15ってみればヌ;策を役般の本文としている。乙れらの説文字が君主.t-J.I.能の周 ・依然に銘記きれたものと考

えられるが、 ζの君F司自書係周iMfである「ニEJと、 図司関係の興が1童い~?-慰i立 、 上記した多くの~;!H，品と
〈曾"l

共tζ鍍爽人らの尽伐するjJJ)血の図司として、 治簡の策を;11・るばかりではなく斜面の散である彼等に接触

して大和問2主体制Il:順応させるm要えよる使命をまもる為、 線北線i己位鐙づけられた地方自首炭、 あるいは
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中央との述~.x~>ë もった長官の官事官名を力強く騎鴻!C書記殺したものと考えて l司選いない ものと考えるの

でゐる。

とすればζの「守J なる袋~字lHを[:i\土させた本;遺跡は、 前述 してきた任務をあずかる在地家族の権

威を持つ者のl滑か、 もしくは官街的性申告を 色つ主主物として見るべき らのでめり湾総絡 しなければならな

いのでゐる。綬後iC乙の「守」の袈設土是非は、 巾央官制jの政策がJ:U羽岡応対し積極的に治イむされたため

IZ:見い出された字型である Eとはゅうまでちないことであり 、 f '，~'J は長宵にあてた乎 でゐる という廃

史的表付けがなされた点で、本i尽力、ら発見された多くの官級革主主主字唱と とも に、 古代平安朝]における他

方行政の線維イちしている糸を解き ほぐすための総ーなる湾首資料であると とをE究めて下見日する ζ とに す

る。

〈絞 2)・J福山敏男。 f:jij(fB努践の発矧J 一平安時代の民主主- ~e紘沼49号 1 号 S41 

.'t有線ft:.:r;盤もれた家屋と集落」 日本経史 館199号 S39・12

・秋川県教脅.委員会 rJ協本:t!Jl没家島15百1次総E壁紙報J第5袋 S4O.4 

. " 「 グ 謂i2次" J 司~ 6 ~足 S41.4

" r " W;3次 "J第lH長 S42.3

・緩和I窃j次郎: r総本飯森家4{t'!1起をn:捗泌j!f.報fldfxUI考古学;i1l8号 536 

〈絃 3) itt.zのお 3 次総資r.!I\報の58P 、 凶版~lll\Slの No.1891当参ii目。

〈紋 4.) ・ 苦言.bl l修介 ・ ~ð: 烏昂「欲円 J!.'i!の考古}:J 0)11弘文総の 169-170P参照。 S42

{銭 5) ~.t4の184-187Pの線引;土221己関する::1J1分。

〈絞 6) れ2の有dl-3次調査機織の「怨J史家屋J泣鎌

・3在J繰 !芯 rj;j'H 11:秋HJ争点潟脊j 日本海古ii学年輪H2 S39 ・ 治見絞長 fiili・1野t~土の擾鉛

1:話器」秋則渇古" j全自~26 542.7 などの秋削減前々始めとする泣l略。

(，a 7)・秋悶L宗教育議員会・ 「羽後町足日li遺跡発期編後駐車縦J¥:Ti3$良 S39.3 

" f足IJI溜跡発姻級資a高級J~17糸 S44.3 

r " 筋線」ミino理主 S42.3 

・仮術おu出;l-'jDMEI芳成句JII:P.)!):務17号 S 37.11 

C ，E8) 例えば 709司ôlt:Ei~母麻呂のf鳴輿3!!以将鎖中{主{ドI fit坊の征越後鍛現1寺市lζ任命されたこと、文

由戸大野東人のø-主H聞や初め41潟、 電庁側 、 色潟、丑L送開Ifほどの ('~'F日~.lll!万 1<:~，Jll るt$J!;'f~Q 733 tl:: ~乙，j:出

S宅金一挙(':~常事担)J 1 i電i口{と:没霞など。

~ 9 ) fi'1<1干|脅 l討会総Jー払mf，初節約祭号-U}2 {;き4勾 55 

て10) [，唖~ r-土俗ÞË児~]!自~:ζおける字情は、次震別表を含め、 およそ150Íl~OY1'= '\~の 1:I:l 55~重が判明さ

. . . お5 .~~ ;、[当 61% にあたる 156.gが字守~!!JJ僚でめる。
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2二四'" ， j由 名 名 吉祥・宗教 I :軍・刑者 eq.(t字
.lI!"~ 

人

一 ーー

足 国 r' 、 し rrrtaat晴mJJ gfJ 嶋J 'h ・. し 、;;; し

ι 国な し r~ し 閣制 な し r;ニ し

f「tω宮盟J れ仁)J r ";J 
l( 回 ~A な レ な し

a <¥1: 唱正 「f「肱他苛JJ j 
rlJfJ f「思悩~ 「「「井+×JJJ 「①」 「r。eJJ rι1 

一一 一一一一
乙れみの慢書字軍はl'.ll祖<<写Jrまでのものである

(得々そ害対ナの記号、数字舗に糊している f1iJI掛必臓に給与された符似の貯と小)

(111) l主 2 の'11 3 l).:~î宝際線の35-40P まで，::民体的な考察令舗食が記述している.

。 。 。 。 。 。
B A:胞について

~:~ t:.s唱するJtftJl;!.;;院側図やその~仰はとを品 1-3 炊事量:J，.!JでJ:t次.工3日成している丸山. ζζで

4校側)1と似状木総についての持集を中心とレて述べてみることにしたい。周知!の車11し天明 3ff' 

d783)、生れ故郷の三河を15ちt白隠巡ulの旅iこrlJて.各1ill以で見聞した考占予約資料HclI'ilした'l1'江

~t(!は、本県11:在任中、 民主j仁においてm 水のたび~t:.íC.tlされたJ!l!没家ßlr.[燭し他の国~J:おらと主主 11:3' < 

rT)t1をIItに霊草した。また明治hこなq てから 4喝!l!orJe見の家屋を 2-3を術tJした骸史'}.ttもおり.
<aA) t • .l) 

....ftより本ilUfに旬似した遺品置が注目3れていることは明白でゐる.

こうした巾て・本適量"i二関連ori!いと.Cわれる::cltl主.災湿のおした f!JfのまにまiこJ("Ii6..)と f綴

りJ(下I:P)でゐるが.t'<i，工後者!こt!. 毛・の貯の!.!.fIIl内鮮と出土遺おとが松悶を加えて，kJlaされてい

fj :J>でゐる.

己の己とは.て完段修介氏のお?，tt::.宇しくfd記Eされているが. ここで若干、 「桜がりJの:s{鰍i'<将より
《・・0

1P.¥lll土した本製品について引淘レてみる己とに fる.

以下、 1句ω式;t.氏の「菅江真澄鎚"MIJ (iI!f1'文'IU43 S44J差別〉による.

「・・・・・・ ~!.た己たび、 交ft十2!l'1' (1817) の~、 :i.lÞI'付の伎窃11:小1 号凶t1Ut秋山m鷹~1.iI)の高1.;.1ifttt 
• • I 

1110)へたうち1ぬれて大なる寝泊たり o f喝の 1 1 • 愉伸、ヅヲ、担富市ヶ、 I.Q f'; どi匂たる中11:.八角はる本の
.. fT . ..， 
・・. ...  . . 

長サー尺-.1"六分42るに支下アトi'.'1fて.-y:の問cι1::穴ゐる明~rþのごときものli1た!1.戯;... ;1!; 
電・"

て-~ 尋己せりoJとゐり.以下車祖"の絃1.qを旦明 U ている文E置を記述することにする.

r H…・.，k.::R，八寸玄分e 、，は火、唱E四'.ta:，j・繍-'I一分。縞ノj紙f}リ;;.，n.1.叩より乙までニ

R持久 t百人の女T.P.よりは九回民.

C&:3tl -..<:<. ~f . ;程俗文 z 玉三、受紛 fJヒ(拘Ir. Lt) 必Jl'Iニ之将 m禾反 fJ沙[O~)今欽ヒ
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ノ字也、説文云、ーハ者機之持S章者也と見ゆ。

。ワクリ … (倭名妙、主島氏I美総抄云、多々耳皇、下ハ{由来反〉と見ゅ。 性tf谷乙れぞかぜひといへり

O総領… -・ 〈和名抄係協ノ日事議後機之巻絵者也〕 篠宮吉妙主主 (串乃阿之〕と見ゅ。 諸 国方言ヰ乃ツ
*/7γ 

メ・布マキ・ 巣マキはどの名ゐり。 丙了爪より)11まで長サニ尺五寸草分-ZF八分斜。

。総竹 ・・・絞持 ・ アソピカケなど方言あり 。 いずれを~l乙て作る、 牙〈尖 リ也。本来援ニ尺七寸 ・ */ 木
ア守Yタ

口三分。

0ワク・・・・5主管尺ニ寸 ・上 F、革五六寸四方、凡尋常のワヲのc:とし。

O機子ー・ ・ 数本ゐ号 、みな戸事板~1.ruて作れり。
，、TH

。ヲゲ ・・・・m!人麻桶といふ、紡麻内也。亘五寸五分・2高五寸言午。 !駿突入是ヲカモカモト去ヒ、 松書官船
+争ぜ .. ，~，. ')iッ<v

人、 味噂ツゲと云、叉ツル絹トi額フ処アザ。

実;形古へノ絃相iニ似安レパ云ヘル也。比的総

務のみノ総ァワ。」と説明しているが、ζの{也、衡や、1簡、木録、下鉄、他物などを具体的に挙げて

いる。

乙うした木製品の中で織具の見鮒録が圧倒的に多いが、真澄によ って説明している 71illの織信重県は次

の様にそれぞれ解釈される道具でゐろ うと~える。

(l)持 ー..Shuttleでゐる。織物をおる時、平行に¥I世んだ経糸そを返すために使肘するもので、生f，EZは
少キ，t

主として木怒の密な怒いものが使われるのが畿通である。真澄の見た幸子は、約60岬 e怒もゐり女在住使用の

織機具としてはかなり大きいものだったろ う。

(2)ワクリ・…・ヲクリもしくは線柱、 とも認すこの総具I主、若君主盗用の糸脅かけて繰る道具でゐる。現存

する著名な 9~ リ l立 、 奈良市春日付i誌や、 伊勢泉大神宮1<:ゐる金銅製の V字裂や鈎状の突部の付鎚して

いる特殊なものがゐるが、いわば糸にすべき繊維そひっかける台{す主主状の道具なのである。
〈依10)

(3)総後・・・ E望滋が各地方の方言として 「ヰ乃ツ〆J、 「布巻」 などと言っているように、糸をまきつ

ける総状の木怨でゐる。つまり紡銭用の糸をととのえるため、それをかけまとう道具であり、平城京幼1

からも紡錘穏とともに童文氷山土しており特〈かせ)とも苦言うべきものである。

{嚇竹 一 〈竹筒、総管、 もしくはえてとも雲小織物を1'1'る為、 銀糸を総京{乙玄 きつける~!Il (て良

く、尚封書または一方のみが尖が弔ている木製品でゐり 、それから持にはめて織る過程に必皇室な周共である。

費量;正、 発矧羽毛草された大阪府高槻市の上回;滞遺跡からこの程の総~田が出土レていると 報告されている。
〈窓，.)

(5)寸ケ ・ヲテでゐる。成IIIの古摂時代中頃i乙級機が巾国より伝来したi時、一緒に渡って来たものと考

えられる事器具であってU!1:iiしたタ 9リtζ対応する道具である。即ち糸を繰るもので大体4*の総状の4

;)を 2本の検本で交袋、 その局関t己使用する綴総守まき取るための用兵でゐる。前記した上川締法憾の

主主己中からも類似したものが発見事れている他、三!s爆の始弁i践跡や司F紘F干放の 内製:1じ地域から主これ

占ニコ苦奇片が聖士様、発見されている。
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!.!~司子…祭々が1害状本roと呼んでいるものに似ており、損貫録の方応用いられる直接的道具と考える。

; ι~ T...>tケ、麻笥と1>&晶 、 いわゆる織物を作成する糸を貯えるだげのl.Il的は栂誌を待。ている治

-rE5であり、比較的、深い鈴彩のものが多い.

崎山県問速主体社蔵の松臨繊の従簿記ζ どが現在、 期に ゐ る 泊 な も の で あ 訟 賊が

ID究 Jたそれは、糟い杉絡会利用した、いわI'Jる通:'わ。.:;!1百ζ禽J:.:.;ものでゐ。たらレ円。

~上、 ぽ汀.災自主の見附録である「般が 1) J 1己記された小河I!I~，':.>;議場よ相手量屯された家主誌からの機 兵

二.ij耳百宣伝ととみ 々?~ . ワク 、 オケ、 ツム、 7ヤザケ.三七.iJ6sでみる:.. 3 lÄ~ . .'iまでo内. これ・・・ .. .. .. .... . 
己認する道具は銭念与がら発足でき1専はかった。 一線竹とt!lわれるも.... -'1二l<¥i卦之じているが… 一一

現在.我尽においての初歩的段階tζあるいき'句燃は.小さいJはがら対向京会千雷神t土沖津賞受見の金銅
• • • • 

;)品のがあるが、 t.{1.llの文鰍習を憲司からi'$えられる織織は、 中央政拘置の宮は主主主主にある. もレく i主G!ffi

~ -1.ていたと思われる~11告なそれではなく 、 語I北辺地tz:艇iI努tこ見られたと推定される一- r~li:~~詰J

ゅ品発見されている一一裟紛の施しが少ないl司祭な杉材による織物軽量と担えられるv::>であるe

しかも 、 ζ うした一連の総員は多くの紡taおよび憐織の簡はどから見て 色 、 ~餓として;お7生 -ð~
《隼・8

-奈良時代と比量定してもそう大z!はなか・9たものと考えられるのでゐり、 いずれも翠総o麻街、対1絡み

九俊民関するどりの関誌であり 、 つまりいざり織の鎖援を脱し切れない、機織的1<:tその主主持:j1J:ilにお

、ても町1始的基E索令含んだも のと汚える。

ましてやtE代平安~~J時代1<:鍛~l自主EÐ躍を紙大の口以と して;I\t飽きれた、 米代川流戚のよ且びは地現的条

停の中での織呉が示すその内容は、 まったくの初歩的段階iζ『岳地する線機兵のなにもので品なか。たの

ではなかろ うか。 乙の織は織機具は、 多少、 使用前後tζ変化があるだろが大体、次のm7ii貨の知き滋程

で高まられたのが傑績と常えられるのである。

!Ii 7 菱 総共使用推拶関

;:: .印は小勝岡村よりA訟が見聞したもの

EEEE品位ぃ由主
~子…紡糸を紡鈍から宿主色どすために使われる締伏木通量。
持rllおよび)Ji庇…ヱ字形の道良で繰りもどし 、をう、の形にしたもの.どち白色問状にまわる道品.
{竹告にゆくudに縦糸(タテイト}はチキリ にまいて桜台に、綿糸 (aコイ1・〉はワクから線市にゆきそ

れから竹野に移る.

さて、本遺員事よりIil土レたt車線共として考えられるものは. r忽没家展J発見のものと比較すれば、

その数は2-3点にとどまるのみでゐる.平は り 、 土~I(l:Iとrr.1じく大洪水tζよって徴在してしま令たE

とが郡山でみんうが、 flJl!没家用」出土のそれら と同級lζJド'Iii'!ζ特異伎の広るものが円立つのである。

即ら、』足滋らが見JIllした織物を成レi草る以前記必!mな志のでははく -m7袋におりる 1-8までの9
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'Jリ、ワク、，オケなど一実際il:iflJ作;1IiJ穏において必!Jl!な殺小限疫の総兵.)J;多い点にある。つまり 、Jぶ始

的 ・ 幼稚的ではあるにせよ 、 いき'り君主なると ζろの機兵が~いREiE244jS:跡出土の紙具における特色があ

る。

{列えば.2宮1次A理主Eで発見した先端を r<Jの字1山己的り取っている!事き 1榔!liJ後の総選された木製

Jみなどは G1H次報符古木足n詩句No2)、形 乙.:c-巡え f.li主没翼民履Jより出土した太い杉符で4悦超党されて

いる_.*の存者!日lした水材を丹念に削り 、 そのうも織を 1阪4Riζ加工し、 しか色その，等いお分iζ円、 長方形の

31 ~!!f..っている 50-60岬恕の木製品 (JiWl:~ê.)î 1次報告古木総務号NO.2とぬ25) と同ーのものと考え

られるφである。

即ち、鉱物{e作成する場合、織 り上げる総人の佼窓するi設官官絡にみる部付でゐり 、布ぞき-i主澄のいう

織筏n:.ゐたるーと呼ばれるちので、 その約泊したI診や、鈎状の療をしたttllf寸に終糸をまさつt;る!笈鼠1"

材質から成るも のである。(本毅fr:十?F:二沼争Jtされている短太のフlて裂品一苦言担IJI凶No.4ーも ζの主主のものと

考えられる〉 ζのt取材の栴対的機呉は、本遺跡よち兄小出されては，、ないが、 rJtTl没家QJ:11土のもの

で等間約に三角状の切り込みがみられる 、 およそ 60醐 恕の阪状不正~ (，c形品ではなL、。J!ni!k家庭お 1次

報i1i' ;':守木2:1~ f5 No.13) は、 その切り込みの~g~なJf.i.から事者治(主主さを〉 とも呼ばれるものと労えられる。

己の硲者きと絡1.J'との閃iζ施ζされているF7・総糸砂前後関係r:使用される総兵力i、いわゆる仔であり、

綜指定 〈おき〉でゐ号線竹、糸2きなのである。

ζ う したー述の稲玄関係 t己ある殺事似の中の綬竹ーー出合のいう制可 にあたるーーかお 3 次，~M廷にお

いて発見された。長さ 23.2仰 、 総 2.1倒、 ~tl 0. 3酬の欽係争色~;，%織の鋭利な-+:~製品 〔本毅?与者木E提訴号

No.lで 1トレンチ北側!の紫色粘土上ilii.地表 fl，5m地点〉は、まさにこの主主竹に初、片する ものでゐる。

も唱とも. ζの径の志のはrJfili受話買収Jより数10点目l二七しておむ (Jmi埼家湾総 l次;織内宮、木日早?番号

ぬ27-33など〉、 E古代Sf.:iS:i筋肉:代における東.1ヒ地方の一般的な総見0;，'*，め総竹で為ったろう。 また、号事。ij;

本ß~や. 小形の縁者五などは、 *1溢跡からかなり :I~土レているがZZ 澄が口、うと ζんの織'f.に:後、可する志の

で、;:{.サ もしくは糸巻の滋只としてi!I:!YI'!きれていた ものと滋測される。

以上、 本i怠跡より発見された少数の滅的只号、u・江主証t章φ文屯tdz料と .制師寺ttの埋没iな憾と予言えられ

る!J.J~哲司íJlíZ本氏所在する f坦!没家主裂J から ft\土した湾tJ資料と:tJiJtさせながら 、 本iû断;のそれについτ

考然記述してみたわ(1でゐるが、現伝般国におげる布代総憐の令童話がい主fごIj)j縫で与い中で、 ζれら乏

しい出土31から見解する似りにおいては、当時の綴館員j診1邸主、 さほと大与な色のではなく、かなり簡単

な機I乍で重bかすζ との可能な原始的紙偽と~・えられる。

しかし、 こうしたー述の綴燃とそれに付践する総良から脅えられることは、初iWJの主宣告似し切れない

にせよtl¥$土総の 「守Jと|司』誌に、一絞的民家でyi'i‘用事:れた生活必干需品では':(くして、 ゐる.f!J1'IJ.:、 内定

な吐'.Îf'宮前寛、つま り中Y~i主総と ðIt'， 'I~自速そもつl也万袋荻、 あるいは科銭的建物にのみ泌i脅 した道共で

あったことは、 真澄の記述した文献にな渇する j越ぷなどを汚織に入れる と民自治いない志のと判断・~..;，:;乙

-30ー



でき t るのて・ゐるe

τ. -主主完工事:1:\土必木製品として特色をもっき証 Ict:本t~ (:i12次報告345もぴiこ鴻載では桜本Lとi手んでい

-f，主体的なE軽減とその数値に自IJの角むからの若干の必君主をわえてλ る二と心するcふつ s、て、"t-) 

て44」報告にaaks-
全国約こ ご手E刀従事εr与，;;lo)~ 下広-- • .J) ものである己 I~日午 iζ、て千三 li工芸主げなげればならぶ。・乙と;主.

寺院、ー ~.._. ムゼ士三":-_. 、目 、， -守， ζ配布、~
パ・叫'':-~'"官 、::: .~，' '- . -_;-:: .. ~ 。し二三:~ぬ a こ.~ム~ 1で.ー ζ 宗宅ζ る:盈品て~.1.，るという点二;.手。

‘ 三~;こある ε去を亡者午とか 告発見zされている、小わゆる本館とけかど υ然主:。七妥3t.をたヲて

.、.
(与さぷ0.8脚色?芝二;~九、〕;;~Jt"f;llOX 10鵬lliJí~のù::1JJ彫の形態令と っていること。

_ "1~，lj :二ば0.4側 IJll後の孔'ê~っている乙と。

2 -3 C"'"でごる〉C../(釘のfiさ!サ日々 、その干L:こは木釘が{ヲ隠 しているもよゆ，~þなく ζ~ 1， iことe

Ot~泌 レているも ι 二 ・ る3その孔のlおff自にはfi..:l心ドHにのぼ伎が淡存していること。-竜 --
• I • • .句.

，.I，jおζ・-!;~ニて. • .:"， ((s・.それそ・れ 4点、と3点ずつ~ :字二とあるが、1;¥.・(4)，三平目叫するものが11点巾、

=.;; ))1){ 1 }~ぇ入q ている〉 ふるが. ド長 ~j を鋭手iJ:J;刃物で切断 している乙み法~iは、 かな II ~き呉ぷ，ぇ71を 乙つ

てJ るものでゐる乙とが必餓のJ:か主 4)Wし計る乙とがにきるのである。

:b-札i担土のそれを中。心iこをの鮮明 ，・主祭

主r¥'Jit主i¥l二とかi料、n戸.されているこ とは周知の如く Tごみる。持iこ自昔話した斗;.11主主t1¥時から段、土紘
一 《袋ゆ〉

.:， t!~25. 000長以上もの;;f<:11.iiが発見されているが、

本筋 i乙関するI主体的海空72は:Jiく♂ガ門学者iこよって、ー羽叶川
出
1

そのほとんどは長さ15-30、。高3師、 l事0.5酬署長変のぷ

〈乙の系統か h すればがi造 '. 'j‘ '~~ 1玖;。耳1*i.で CiUI8:ii.l!物ji!lfJjより 1点rH土してい~I彩を成するものであっ

;!.~ 1ぷの111d. :!dもニ+i¥:力、設されて九、るもので、7ニfこし、ゐ。本語i;香i寸1も8。長16.5、i焔2.8掛、 以O.5'"ルc

判!:件L.(司イJ比の4車部領その\!:jiI~コ;riF号'(~晶、ら 11J，'市..:R I '}， \a，t'~!~'号、日~J~ -1ト}:持織の (+1)にのたる〉 ‘

二kK分している。
(S;1Il) 

ますこ.会.s!同37.火:1七日-1hJfY¥:技6・でゐ河川錦之氏Iま(s.のl1dこも分泌している。

的役所の公fふう ・事あ処懸のぷ{!‘i占1"3'1告の予い本船4宅時titm貯水銀JJH二.同諸l時か句のJ純 益悌一世IJ

昔、るF4i監物:こつげたZf|、L、l司挑/t. ど-~高i去のJニ~)) . ば、依米、市、ltJ-l、約，i!史、釈然、姉、Jj(母、時;l、
さ品、 9・~':6 ~W: ~ ..， lf 

いは]主rJ'H'-ニおいて役所が物1112の保存作製上つけたr-Lなどは、 総でくくっ つりるため尚治 もしくは一弥呼
• • • • • • Q • • • • • • • • • 9 • • 

切り込みをもう 1;、そのI;:j~己突 きさ すよ う にするため光絡iそ鋭〈突がらしていを木波品ic、村智議や楽
~.. . ';-. .. .. . . . .- . .- . ，. .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

tflJどは木村の断片にそれそ'れ銘沼しているのが、平成J;i益事犯はにおける;本j簡の特色でゐると述べられ
• • • • • *i宜;語、III土の木鎖的要望芸誌を乙うしたZf社発見のそれから と比~.{(して 色明1かなように、
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令fJili己分伝している法r!!1などのJPAlJCjfUぬ

から必見されている本鎮のb、ずれにも反腐しない軽t終をf管びているのでゐる。
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援霊?記 入しているものは儲か1点のみでゐり〈第 1次絢ままにがいしかも出土した11点の板状木製品中、

てC地区ijJ物の中央、地表下1.2醐より発見。報告tS;本邸努号No.5 ~ 綴雛形態の 2 f富である 22x 22. 5抑の

疋方形。摩O.8~1. 5冊。 凶器時 t乙 0.8抑前後の孔あり。 m~豊岡商1<.l!l! i2J:錠iが見受けられるが、その鮮明度i乙

科学草案AZ処怨で検討事務処理か伝東 ・ 1者本~rゆ護費者の濃い も のか判断つ邑かねる。 現在、欠げている為、

いわばその目的を述成し硬貨の絡で製作された使用終了以前の.比較的、』ゃなり ).主主りほとんどは、

ζの正方形の板状本穏を~の木簡という綾城現在の段限では、ていない未完成的要紫を合んだ色ので、

はなはfご様車型からぬものと湾える。1<'所属 させることは、

1点の板状本線の:li13艶1<'
• • • • • • • • • • • 

乙れから 5 つの飽!.~から 、 ιのl'3lの木製品の

c.c.でI1i'lZな乙とはうもt己簡条告で示した4つの特貨を合め、

展望3による文書誌が沼紛されているという現存性でゐって、
・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . 

使用目的ならびにその方法がある限度、後し剖1)1守る可飽伎を秘めているものと考えるのである。

しかしながら、

即ち、先青島の決がった木製品丸総の上部t己半球または平錐彩のiijU.〆付いている、いわば号l零tp要素脅

物ぶなど4ζつりるr~j本しもしゐる1唱の持、その表面1<:は慢で文2震を記入し、もった水量1が四再唱について、

くは付事しとして使用したと機測復元できるのである。

これとて荷物関より生じ鋲としてのj能凋l!J!自は、イLの海辺にみられる悶心問状のぼ疲からであるが、

た痕跡とる考えられるので磁かな 仁とと してl断定することはさ レひかえなげればならない ζとは勿論で

j;:mゃf..Hしとしての木 簡であるとい う事実株にち乞しいその記~It事fJ'(の内終が約締でないため 、あり ‘

きらいがあるとはいなめないのである。

ヲ1乙 ~1.'Í:舟いて働 く人間の存在と .こうした税状本製品がfl!!}刊 される泌伎において句いずれにせよ、

苦言内容やその組織といわれるものを磁保しえる規模の大きなまt会的背燥がなくてはならないものと手5・え

笛代平安ζの木製品の位置する地建的はらびに政前向上よりなる社会的立場は、企図的t乙稀有ーはる、'"。
rP火欽綴よりほどそのl正面.~，':おいて!.Iとみにされなければならなかったm妥伝道呉でめったろうレ、

める時は，，[;;1]1由主義のゆ心的存在を表示するための交i桜E高地支血のfE!事のため‘号室ぃ 'bgi車場l~おい て、

Z号、交流~r陸J聾するのに必要な水際となって総動したものと考える乙とがwf総なのである。
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奇いj免えるならば、

L了t‘二:ïっ て、 2主主1:発見の木i冶とは形態tζ~しい'i[呉、がゐることは記述してきたが、その内的性絡は中

完了aそ九二J]絞に保管処惑などを巡行するための、向札的存在の敏』ものなにものでもないのでゐる。

乙うした形厳令係いまだこの部の泌物が発見され~いないので、ι 六fじます.・る奇書史的泌総から、

8 t世紀における我I:I~の制延fl!障がとったi!1.iik'，j.[Jじのt'1'J;!Jl運営~~~の究明発見をまつ己とと 、

今後記線せられた1l~大Jよ研究テ ーマと汚えるのである。

平和3q.! (1803) 6月iζ比内!'F.大紋付 (大 E宮市〉で見附したζとや flζえ

-32ー
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..，-:::，... :，λj i二.同じ内容の乙とを交正史7年 (1824)Il: f綴がりJ応、また小勝飼付 o署員4岡J)発見

:.:!を:聖rr'今向fr.;.r市のまはまにJtl: ~.ìdiしている他. 烈沢泡~ (1767-1836)の f秋悶下館瓦J

~ 守宅1晴l(1776-1843)の「当閣成制考JICも総述書れている.

主13) ・ 匂え，::白井光太郎ば「人領学草壁誌J43号、(明治22$ 9 月発刊)で上古住民のU，暦は~穴であ

るという給ぬと した例Il:文化14旬:6月6日.洪水の|察、 以聞lls比内目白神村の支郷小勝問符で発見され

二で証明を接げている。

f主主14)・奈良修介 : r若江~澄の記事にみる北欲伺お出土の古代家毘及遺物」歓凶考T古学14~j S35 

("1:15) ・ ~閲兵蔵 : r紡織呉と潟明主邑術J臼本の考古学IV !r~史時代上 均出也房 542 

CH6)・IWJ正三 ・五f成哲也:r火阪府Z有線tlìlCおげる上ru拘i遺跡とJl I凶迎跡の潟萱tJ 臼本盟理民~256号

1969司~9 月〉の治文i己は奈良時代農民の生活のー織を知る手がかり Il:なる泡識であり、住民 ・ 水間il!

5身も発見されている~F-m高約iit 郵であるらレ小。

〈詫17)・肉付.p，!¥ll:r織般の向上j彼等者約学大系4日本 、I~凡社 S36 

〈主主18)・例えば r(ai'illl緑匂jのrtρ官会の荏や、 「吋H軍~茶車車線量~J (W""IH世光明寺磁〉なと

に奈良から平安末期にかけての織fl!二関係する風俗会少ある.

cm9)・野村忠夫:古代民・僚のllt'pr J 線新冷 S44 

・ ~lF村忠犬 P1-P.ltï.主制:の本rut と'1'(人の脅泌J I I 4>:1従 240号 543.5 

・井上光氏:rM近出土した可之島章旗のふ:IllIJ月刊文化1ft3 54.2 

・1雪山 茂:r平域京時代J河ul内TiJ事iU: S40.6 

・ 奈良問立文化財研究所 f平:~t京地銅潟資出土木簡脱線J (1 -4) 538.39. S40.42. 

(設20) ・ 小島伶次 r奈良~Aの ~6i予」古川弘文滋 541 の出土直物怠j照.

(.f:E21)・揮す'j(純之: r 'I'-.t，t奴と形成1主Jr叫土遺物 I司本の巧自学vn歴史l時代 F iliJ出;'%11542 

。 。 。 。 。 。
以 k、t穏!Ui!i地北方・の燦ぬ;28掛奇計る盆地味に内J世する「扮憐自由Jill跡よ力発弘吉れた泊物について.

土~. ïf:1!.11c関する主宰合的見解，と~~串泊述してきたわけであるが. その結諭とレて断2きでき11る乙と

は次の 4f.'ヲ.である。

!lP ち . 土l!.~ lCI均しては、

( 1) 須窓辺 (As'I). 鉢iこ r~IU の1;1':;'ぬま脅しいこと。

ιのことによって、食船用よ句むしλt曹火用のhbUIlIC使用されていたと汚えられるζと。

(2) 中央官燃との有織的関迎均五割川こよって切らかである乙と.ζのζとκよって.内宅事情の下f臓にお

ける長，[ir守」が占代亀有ltのiÆ治的実I~令指鉛していたという:足。lEが成立した乙と。

また木2:14ιおいては.

-33ー



(3) 朕始、初歩的段貯の織機具が発見された乙と。乙のととtζよって、文献史料など号含めて考えれば、

当時はかなりの磁1闘にのぼる織呉、織物語講ぬが存在し、かつ特定のft絡を持つ家康内で使用されて

いたと考えられる乙と。

(~) 本県は bとより、全倒的1<:b峨ーな板状木保が存在していた乙と。 ζの乙とによって、 j汚濁木簡の

重量茸li<:~富がもたせられたζ とと 、 東北地主主1<:顕著にみられる特呉性のある、施本Lt均妥紫の縫い本舗

の意図する問濁が生じたEと。

のそれそ・~'t 2点ずつ列挙されるのでみる。

これら t犯した4点11:関する共:m点から、設終的に見い~LI される究明点は、ij:主主主~ 1ζ若IみJJ.てられた

巨大なニ燥の活物t<::よる中。心的.!l'W'tを始めとする。念ぷ(~・ 3次調伐においてB 、 C地区中間点より発

見される〉、 稿車内施設 (B1砲物争指喧).そして鋼、内Jlr.などの怨築上からの汚祭と 1渇憾に、

平 安l時代の中期から後期iζ奈ゐ時点において. この員SI己住んだ袋肱ー当然、孤立11:，したそれではな
• • • • • • • • 

く 、律令悶君主体制の主主絡を十分に含んだと ζ ろの通話荻 ーの居館必~欠くべからざる也.4';1であるというー. . . . . . . . . . . . . . 
E書記っきるのでゐる。ひるがえって含えば‘ 場島市締本で発見された f草草花主家屋」遺跡のような非宵術

的なそれではな<.間接・問銭的川煩爽攻i織のi帥織に立地した、いわゆる?公J仙湯川るべき山

街逃跡であり、そにで使用されるべきjfl物であると紋控訴することが妥、円と考えるのである。

(~品 1主 i協点)
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2 建 築遺徳

治 路 地

"5{J郷された4似の他物と鴎91J叙よぴ筏君事は.いづれもシラス土濁下il:ゐる黒色土を地山としており、

同時期il:傍築事れたものと勾えられる。 jな織はいづ11.色東ffiの万i匂にや、倒れており 、北西から東南11:

~く シラス土砂ðltによって.I!ll没した乙と守物Jtl っている。そればtçf ~J.;)下名分を三塁みたのに止ったが、

ついでおそったこ|菌自の洪水によっ て、 シラ スはさらに尽く l住積し浪記‘こ王室ったものと沼、われる。 νヲ

スの脱税摩さはほ-:2 mlC巡している。二回目の洪水のために、建物心上諸:主失.:':tれた:ttLどふ コ

ンウリートのよ うに敏慌て'悶〈疑持1レた γ ラス土留:ζ包含された様策用事<r!ふ!以泌を令〈損わないま h

1<:保ってきたのてeある。そのため智正兎掬は非常な労Jキ令必要としたけれども 、 また;詰i1.たもの 色少なく

はなかったのである。

主l!銭 ill ~.描

1. j盟側先銅の高官治

A 地区 il.'l ~ 

:F.として野線治l司氏おいて見出事れたものであって./l{の3.fi1lの;a絡をrtんでいる。

Al・ .3本で一組iになった-;tすの銅立円低群。

A2 ・:lt方にわん併lして抱る高Jiijij。

A3 ......尚北区走る務慨。

A1 

乙れは昭和381手伝野母、品目のE草地工事中iこ発見されたもので. '&鳥路氏Kよって羽倉された。 6;;t;.:の円

柱が、 3本を以1l'l.としてほ.，wl!!i線上にたっ。厳から東1・3・3i!!il・2・3と1ザ/!J'、する。 32ドの絃

iま1.5ないし 2m<らいの!日l純をもら、中央の伎はや、1むよりになって平均状に記飽きれている。東2

とi!!i'2のしiぷは 11.901である。浴見後潟'l'l:以前ICf，長l・2、 i!¥il・2は上部が切紙されてしまっ τい

た。<<与の 2 .4にはその後ぬき」二げられた。当時の笑ðIIJ寸法は~のよ うである。

w21主

附3主主

長き 筏桜律 上Bf~後

3.2m 

2.901 

O，7m 

0.3701 

0.4301 

0.2501 

(ffi'1次測を報fHAFE告側図書き照〕

昭和43WII:J;f，! 3 位O)iJ;!存荷ß告知り下げてiÌ'~べてみた。J:lグラウンド表面か ら 1.801までνラ兵衛で.-'t

の下1>:約40帥の黙色給土'1可がめり 、 さらにi'lr緑色の砂災粘土切が約筑}僻あって様胞伝統いていた。程表

面の水机はきわめて保存状態がよか勺たが.'-l色粘土より J~5 -10 冊 から下にかけて腐蝕疫を Jj~ してお

り、f虫色粘土凶下は依周辺織の土が話題乱された形跡がみ・"t.ニ。 乙れによって乙の;桜訴は他の3立総と悶織

に黒色粘土射を地山とじてたてられた乙とが明らかになった。なお乙れは小さなピット κよる刻査で

---d;)-



ゐったので、主主周辺の地1I1の状況等は明らかでないが、;住民主産して池山商で土君津が移出されている。

またi滋存する4:<転の縫の上iζ切断された主主E査を戻して陸軍形Iti}iしたと ζ ろ、 東 1・3、 西1・31ま環

器~~L寅材を.iìfiしてつないでいたことが緩められた。往扇舟1はいづれ色あまり腐蝕していないから、 Cれ

らの伎はほ V会長のま、銭っていたものと思われる。 l白地表から約2mの泌さをもら、 君主上高音はゆるや

かなチマキをもっている。

A2 

乙れも 38年tζ一豊臣が発見3期資きれたもので、 当時 4本の相1筏が措置Z翠きれている。その後42年tt3)台、

43$1ζ3本、 44$1<' 1;11;:が迫力日発見されている。 Al の北側約10mのところを 、 ~i ':.. 'j，主題方向 1<'問I<.~民

り出た形で円曲lをi弱いてをっている。侃柱の問販は 4mから 6mぐらいで、連続して発綿していない

が、すくなくとも80rn以上底ぴている乙とが絞められている。側主主は断面が 5mX20冊 の長方形で、側

面11:30-40冊悶隔に実穴が3ケ所にあり 、 Fi努の貧穴lζtま5卿 X15醐 の貨材が滋干干していた。貧材はそ

れぞれの1主間より約20抑 ほど長めで、 質穴のと ζろで両側からくる1iI材が飯器きれて撲で緩められてい

た。初枝は黒色土廊下の様腐を枝Eまとして知立てられており、黒色土を池袋とする。事39iJ縮分としては

損害 1側主主とその何JJは、 E在地工事以前はr也であったため地胞が活しれていたが他はよく保たれていた。 B

2~物の東潟昔話では予怨される佼震κ初授を見出すι とができず、他の場所より 50-60抑 深くまでシラ

ニえがl佳積していた。そして黒色土居がなく誇緑色砂質粘土溜t乙続いていた。従って乙の線分i立地君主が低

くなっており、I!!!または絡があったものと考えられた。

ζれまでの発昔話結果からすると 、乙の棚1IJはかなり疋僚な円鋼{eit!ij<己 とが注目される。

A3 

43ifj乙A2の初}を調査中、 A2童話51fの地点で、 A2 .f1I~H': i道交して南側Iq正ぴる色う一つの拘置が発見

事れた。 ζれをA3としたのでめる。乙の百!日は丸木を小知lした球 、の米仕上の組作りの材を用いたもの

で、材の太古 I;l:一定しないが今日燃料1<'(，点 うi¥ilJ木鹿島主のものと考えて也らえばよい。初のUIJ迭はA2 tllJ 

に比較すれば絡段に粉末な品ので、初冷60-80柵間隔にたて、 乙れに;長さ 3-4mufl後の[IiIJ木を水平に

してSIiてぜ祭給したものぞ25-30醐とと1<:'4段にしてつくっている。たにし、 A2t附と交わると乙ろの北総

とそれに続 く2溶自の櫛往はその形状がA2~1聞と会<IRIじであって、上の帯電泌をとるのはそれよ り以南

である。乙の羽田はFm杭数38本、 延長にして 30m 余まで自~iîrJしたがなお術方K続いている燦僚でめる。制

ý1Jl立直線的である舟1いくぶん不規則tζ鳳折している。なおιの泌ダlJは突~JII:ï泌氏談iif)j1<'児童車われて水没

J たまま潟査期限をすぎたため、f;'illi約ζ実測できはかった。

B j並 区芝1t語

42ff二Ci!l械を潟貸していた時、その東綱方向で町営住宅のiffliII{TJを流れている水路t己申tと矢桜総 0)(， 

2ヘッf草寺のぞかせていたので、その笑態を きわめようとして発J隠したのが端緒であった。発鮒!二か 、って
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I~ ・ ι J 中二、 それが 3 問x 200の規綴で河側1:'2iロを色つ~I!.i墜i造りの~U臨遺構であるι とが知られ

• Jかυ ニのF暗唱暗1:::豊臣地面カ."'1. 、 ζ 二 Jうであ・9七た心.時、いシラ z 腐を.つ~<語。 r(f:.; ければならは

~;;， ... ")で、完焔までに2シーユンを2llしたのである。さら i二二のをま甘の1;>1からニれとは軍Ijfjjのt諸活形式

l骨もつ廷内J.)-~!J{発見きれ、 ζれ も 同時に先制した.5é見目自に:Jt!l!iJ o.コ(d!勺'é B 1 • i"，Cl.'l' B 2とした。

Bl 6r鈎

トヴ7.3m、。eU5.5mのl判Jヒ僚の辺!物で、 知立の桟と日直般による締法をもっ。&MI孟続行3柿I(8 

で間〉梁fÍ 2 間 ( 9尺~開:))で、 自問のtまはfH7岬はどのj;iliï取りの丸.Iìでめるが. f主のi:!.:!17.8掴

10酬 の長方彩i1friliiのものである.雨ー街中央陸のl商内には、両側聞きの臓をもっ芦口弘11.'られている.

この偉口は内法IIJ82.5舗で、地淡か C，32""のB・4い位置に敷川があり.駒込みにはっている。敷総 iま稲

:!2.5園、 ~き 120圃‘ "1- 5 揮の切で主主および73立:<:j;ij~砲を食い込まぜ. 筏Mよぴ7HlF掃のふ〈らみとそ

r内側に般信とílï交して忽め立てられているれで支jJi:~れていた。!!!:居 と地長閑には 4欽の駁がjf ヨとレ

で!t(ベたてられていた。 数尽には後5閣 の?地問穴があけられ、E震がつり込まれていた。 vii(:1: {j'J章。てい

とハ。たが.IIU陶41僚のま苦蛍で<<1暑されていた屍がζのlii日に合致するものであった。箆測をムさ(')虫

伶(;t幅20...àíJ後、 再(~ 2閣の厳令立てならべたもので. 雪o つりにほっている。位、 F~tiともに鑓立て

で、往は75岬、 l型仮は 18""の深 3 でJ!J.!められている . 月〈商 IまJ品色土で、 ~JLlりの形跡はなく 全て土問で

め。たとみられる.吋、，ilii中5牲には 1.0mxl.3mほどの機内彰の鉱がりを色。た伐のt昔、績がゐり-1'An::ol< 

.、111.土が認められ、 ι、て・火力:たかれた形跡を!R.していた、 まずニ東ltj~~.<< <には、 指$.t!伎の角材を筏

50岬 〈ιいのJ尽蹄彫tz:立てめぐらして北側κuuいた、 内自iI!IZ:)~ と灰が司t&lした施設があり、戸口 l事.1Jiiか

ら乙の衡問勾にかけてC(縮、、ttが3本t三、..'-"r間隔に地上:28閣のおきで立っていた.

1よ宙fから悶想!~須fi!.(2:J破片力、険I:U されている。

B2 主主 勾

B l 亀Z約からわずか1.8聞は'Jれてたつ、 約h8.8m 、 ~行喧.7mの問~t憾のur"でゐる.淑噂留の 3ii

のrl'央i己，内閲きの1，Ii聞きの.Iii¥脅か士える。t，lJjtJは持管叡判官sIlである。l也LI'..18四 X17酬 の断磁をもっ土

ちは・紅え.その I'r::，jさ5輔、成(仮It)25構 内外の緩をほ約 (4""X2崎 x4岬〉をいれて. 手干~状
<..}~ ) 

:二軒11::げて仮!1.としている。f:，(t}と'l!tiは餌，';1:でそれぞれ符1欠き1l.(ねとし . 壁紙は<tl>l!，'，~で戸口万立1.J

よぴJL nl!では中主1:1Z: しゃく ったI/~ Iこや 、 !ilみ~.へ ι レて治めている。土fAはIN方で併に 1m あまり湖沼

がつ与でているo ~: tζ，巨壁面『ーから総1.8m背7i.日制:Jtll翼線」二に7a:oX13閣 の訴苗の絡が立っていた.

ζの位はit定書:か'.(¥色土中にととまり 、第立深夜が淡いので、大さ Jなi1Hi1をええた径とするにはや、問

zlが絞るが、そのj，(魁からムてーは.:Ill!J守伐と仰釈する ζ と也で5ょう。

iili{訟は、土1.':1コ二摩き 5閣 の量生区ーをお、.そのよIZ:9岨x lSø・ の万立をたて、型~01Z:紬箔穴をゐ

t1て痴をつる ものである。 三11とも削じ形式ははっているが.車11却では次のような差異がゐる。
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ji~Bftせ [1締り 1去(吹"，~ !:) 

東 Fヨ 合決 h 内畑中tq‘乙木!?:

E9 Fi 1i付 11 !;~ 上

iij 戸 合絞り 内情If.Jje三本経

唱「ζわち、 F品~j-"jf室内iIIIで1本詮i・よフて芦鎗hできる L う1':ιよって円る. とんιが凡芦!!戸約内が

でミず、 むし r、nrllt~に/I~'(I:のよいよう tユで3 ている. し世ーが。て、 河締り.y~鐙 I:t. d17f.しない上方自部分p:，

f~J、ものがお市たことが思定さが ・ w

::~'l!!m色ニ土上iC，'{!f'寸えてい品川.悶自rtよひ・声口の下でJ!~を}，2伎土符干・にかい込んでおり. 

• ~註下でUかいtiの下t二'J、~ 1，:T.r.屯'おいていた.己れ td;:;土居を~えるとい 5 よ句も水中をと

るで令、乃仕事と忠われる.

‘ご見.からi士、I'Ii'I'1J、ι-4本め以にHか111てvρる。この fJ31~:ふrrí :l'I! Fl f1の rtT~t~)-，よびそのを (-;1':. ，

K二-h置が宰レ・'!~~tt. ~!方:::!~，l l:<r.>I状態で!11士した. 巳.!l';'，を・.t'-.Ji1': l.:tU寸l1.:ぇ.すべて尚

早 二ぷ乏し. 肱F'R令動かζいで・~が1-7 ~ ~こ。た状怨で f]rJ:しにるのとじか句、に. ~:~J こ工、哲l t;

-t'"かれていたとI(，q)れるJ;l:i'i付グI~i ~J 1:1"，;てむし'ft加で1111-:した。 fl:山 1，!aljll. t、けまI~4閲土

If‘:-?'~を 3 レ込み.内ìJtl'W}Jl'Ill" I主~， J:った11:態でfH・kし.これt士“ji，'j ._...おそらくiY-;JI;:1; 

-π コm'~でゐヮ，t と r.:.tNt る o H~àf， I~Pl'かんは叙木村..!'11てい，::いっ・. t! t: ，・にかいtA，.ま!tたと巧

" ，三fiの断片(-1;!:にf.::HHtかある〉か.U‘規制約ζ'I.-B~ι 吋て九1:î~1ilき n-.いるので， !'ぜ

室面

• 

• 

:.:!!太がtJかWf，tfiが忽 られて"、たものと汚えムHι.

苫としてIt1M ~~lt. ものけ. ~tù. T・bl:‘およびく ぼみである。r:fl}il!1吋;{:;~Iこ;;.るの去のi品

9 î:，，~'J、u，.. rJ 'f~r:.土1ドにつきわて， ~ IIなt.ーにして土屯'後 1)1二Ifて"'(Ij唱した 8・ 4 え九 ~1 るもPで

wt之 i孟*，，60"で.焚き，l.~Jt釘.二ゐや。内宮;こI~P(や1..:~出耳干視し. '1''-:1二c;:.しJ去のおが・

，てい，-.土にf-ゐま 4 孟iいItflRのあとは:2v....;.t :." ¥4，，00¥て・2.ー:)~を陥きれf功、ヲ ー5であ

:CIょt】fド央滑りに50聞 t!I.;..tl.t.;..ιιんにあ 1)、 ;l.: -1-') 80棚のち・{~Iζ政 i，:JU h'iし 4ωで‘

眠・口とliU(:'t~-tl~太の'一司I~I:ι，る tfU口符分と. 二の J・!rl'".: -1主中己かι.tf<r -~.;.'辺}....' 

. .・毛析とtrしてよいと立ね t~る，土対i可耐の具奇n.:1，:]して E主主がめるe ι Il b， i~Jであるか問

.fiしのよう:~ i， のかLかもしれ:..い..222弘J!.:1;.1::'_み問者からは.. ~ü.tf ~d ょこ~.+-製

~-中して町~(Iiしていに。

B !. B 2 とも HのJj'~存率‘まi:i <、却をt:iでll!!7?かι1.6m ，Idきでi百H，，'i)4I). B 2 で 1;"~t'J.j; .1 

~ ，. 
• 

t三S空':J-"t;!儒型国交

IP~翌三:コ竺..:82 :1ヲlI!:Jt~耳!:.::て2E して. と(， iこそのilWI‘(A:mとi;;lilVJ同位以めいtl，，'ごにご人

f竺をせ.~ ll:ゐられるようには Jていた。乙れと l;~ じ冊怯l:t B 2 の'UI~:JII か，'， b i+1ーししてい 占
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B3 主E 紛

81とB21;1:綴織の合わないがさわ:.:'て訟ぶした』きでが.ω:"変.こB2 ，;);i!，fにから字通見されている。

二れを使:llt.こB3として迩べておこう。こ:t:~.{よ;.1" .;)ド ド米包でζよって""drlO本でぬる.・，，!e;iif:工5;主づ

っr}，j:ltlζ2例記な。 てた勺ている。河川;，).2 !;.，;; UがRffFdてだつから 、 佐官iでi:t!!{'u 31m _ \{~北 Iru1

e午る。 初111白東側3.1回、市北1.9mわ るの 六1~)j J))I!f.~:士 11∞ X28田 n~&J) . .~ち号令請liiの も ので !立佐j:t-tl

(~ してたち、いずれ も 上沼。ζl!' l ，fe(iJ(:I:r 1 1:・ 6 つ。 {自::.~ r~~ 17開 "告をi 乍川匂で. I十 ";.J.‘二~ (日化jと;d号屯:;1手決i台:さない

. J;攻主 悩.汁lばま創{ほ孟 Y ヂ令量為お‘hが~ _i渇a存してfおづ :) <:;多予F角3筏も必D土上目1苛E二03ま=当Eiし.ニ白l_'}i}τそヤa孟ぷ正 d

告ゐ 4る~ . 凶jj北t羽t筏主;辺ζ;筏主レ-てζ ZF.段2の主昆i主が《カか、1)、をi決是す一木f作11i)εe、?伶号J予7予工τE忠己ニ土と J て.、る' ニれで ; . ~~ .'~ 二と L 

:!.?ているかど うかは問~であるが、 このJHï :こ~う 1コがめっ :乙よ_:.:...ご土ー -J;:， e 

安警からムて. 露五;J可行;こ1苛与量当、:7.その上.こ倶太をわたして;r.:::i令.~'i。二~ ::> : ié._"'!~ き P -.ー、-::v_ 

f: .:::~r.jiJ~ゐっζかどうか~切らかでない0' '.1 ... _，・1とす凡;主勺!a1:で J:l[._ ;--.:， :.'・も-: -マムヮ己主

~ l. 心。 l.!t:Sζ め主主守宅~!:.B 1. B 2と・主4誌がや、JLIi:;1笠.'1.ている。

C 'ill 行j

B 1fì!泌物の前，iO~約:iOmのと乙ゐ :ζ依l~ する b のぞr C/~向とする。 ζ~ . :;~ 41 W.二'，'1::rJ''!，:ぐ :n・4コ

骨機会iこi';主!iì;ÑiI !j'氏 0.'よる 妨1主力4行1.r. :~)~1. 、 ついで 42. 43 ~1三のJ~討によって全体にわたっ て ('J 王 f..l l三 も 0"

である.

ι。、α4そ:j(主B2:1li匂とMじHEi宣形式をもつが‘ 司ll)lにおいてばB2む!~~Jょ う~る. しがレ oJゴ: ~j台:

:;主題( ~ (ß~i 2 f2 J~ まで学卒じてミ"存レてつ， シかり お事ちし人三宅として匂岐4!\~": =!でふ:15fる

二とができ心。

kh'fT・泌総!丘、土居e災んで.fli行11.8lT1. '~1.i9・ O，nゐる、 丹、今:寸る;rf.:(;，とすえた上iこ土居コ;... -'~ r ふ : ~ .

とEまのJ:cこ32 と!斗 じく 生~~iが対玄:. " . 円~(~lる . 士:r!H:': 35醐 X40帥 とJ;:."、1明，iii-e 1>ら.ι:j.. jJ.二_.)ど穴

問:>:.:.'~ レ ていゐg 自ît:i上f;!j告 ドt二して. その上:ニ(;t銀行ニ1:./， ， } を・絞りふC三して~lltr. -::~行土m ド.二:士官

JJができるので rr.iJ'三EとレてJ>:JIせを入れていた。

土vHとの げる Jじ :fj rヰ 7ふH13 ~~fゐ !} . 日!IlIJ として似事と J..Îロ ドに11~ t.~t. . 一品;はおよ3的.二泌さ.~1.:.よかの

よ3でめる。 玉そiは砂f4H完結土'l"JIこずえられている.j'自殺につ小ては明 らかでない.

GilIコは if~面!こ 31コ 、 jtílffI己2口.11!r，局liii!t各 11コのJt7口ゐ i すべてiHtlJ!!< I~~ IlU高;こ:'iっている

， 11l口の~況はB 2 kll!却のそれとは異る. ζζでctD:li!h訴は<.1m総i;!jU持土問:t.~ しi主主!1.~.!é つ

る柏淘火4土居;己努たれており 、方立問には成政ちがおかれているo CiiI:J内友lt:ふ li!.必.:it1ifで:主

92掛から75幡圭でで. 市街~t乙れよ 担仏< rtl:南中'kが150四 . その~毎日が128帽である。 さらζヰ;;:~ll l

~ ~~ロ II(H二 fご!f t己 、 様車道石ゅよ う な玉石がすえ ら ~1.ていた。 ι うした点からλて. この4]!~-1の忍ùëi{土門i

..と みられる。
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内織の状況は大体B2建物と似ていた。桁行長さの約3分の 1の長さの根太が、西側土震に接して 3

本、 東amこt居に援して 1本、それぞれ舟行におかれて遊存していた。板女はr~J 20師、 浮き 10冊 の厚絞で

あって、 i!fi.側では2.5mと3mの間関で画官僚きれている。床板は東側土居干'¥<:(，ぐり込んに状態で2枚

近存していた。 ほ'>'~行判分の長さで、 rn20倒、 厚苫 4.5聞の材である。当初iま乙うした床板が根太の上

iこ然行11:宣言られていたるのと思われる。

前北中心線上rlCI~より北寄りに 2;;主と 、 :lt南側戸の内側 1 m のと ζ ろに 1 本、 角や丸のt主織の材が矧

立てられていた。 いづれ もJjf:;地面上30僻伎のと ζろで上絡が水平に切断されている。乙れらの材は、 黒

色土の下の符灰色砂利庖にl底令立て、22師 前後織り込まれていた。 南北中心線上{乙ある2;;$:の材の巾、

南側の径32曲の丸怖は主主苫55冊でi!l;却にめど穴がゐる。:ft~砲の長辺 26棚、 まぽ辺 14仰と 11岬の怠形態i葱iの

吟i>-tは、府側面にはり込み滋をも ら、俄lii百二ケj所に5岬X5抑 の桜木された穴がゐる。そのゅの一つは

泡表下にめった。 ιれからみて乙のよ1~ï会1(;;周材と考えてよいのでゐるが、 形状 ・ j"法からみて方立伎の

台体奇利用 したものと見らねる。 ζれらの何がどのよ うな問的をもって立てられたのか不朔であるがこ

♂七めに乙の縮分三は~似を綴ることは聖m しかったでゐろ う 。根よ もないと 乙ろか 告して、 あるいろ中

・.:~ f)¥立土問になっていたと も考えられる。 U-'U!!産自 にはこぶ し大の線が散乱しており 、根太!周辺には本

ずが多設に認められた。

つきのにr.NiMii'ヨ口前面fそ約3mのrlJで外17;こ悩りTよけ'たところ、土足i県から硲へ 1.6mのと ζ ろで土居tζ

司行して煎ï!S i己注るímí~存を黒色土上 iこ検出した。綴 15畑、泌さ 5""ほ とのh揮で、土燃や木の調11 昨がぬっ

h さら さらした砂がつまでいた。乙の君事Q)延J王寺.iJ]って、 7g!l鈎京協|湾出方!I:トレンチを入れたと乙ろ、

、延長線上にFmi存ちが後出されたのである。 しかし奇妙な乙とに.雨落ちは束。UJ土居の延長線上ま

笥 f，、ず、 それより ~t方には延びていなかった。このことは、か~ Iζ乙の建物が切安感仮7ごとすれ

ぞま符がなかった らしいことや択すことになる。 とはいえ、ーケflrrごげの溺J1E''::めるから、 乙の点

て 目土 r.;お断定をJh し主主えておきたいと思う。江主J栄t'~~5i;町の地君主忠誠貸したが、 ζのJ郎分iま水Ilfi

4 て.、たため元ti!l表箇まで絞れていて収殺を1守られなかった。

E事コ E主絡

JtfaVl!寄-\ë考察する上の資料となるのは、 イ企』誌できる市?~録るないので糸l段 、 建物の内容、 ぉ

~ょこ宜タ1‘ニ喫られてくる。 まずその持1告書についてみると 、 ゾラスが厚<If~~した遺跡でゐるため、

:>蓄量禁法令〈不可能で、 その拡がり令Jr~7Ëする乙ともできないのである。 しかし今立でに発猟

。発総て~~よいにして b 、 はず\U1t980mIt:及んでおり、なおJ訟織のwニ土が期待できる状態で

.エ・ 2ptτ'l.;正、少なくとち lOOml1!1万ほどのif1銚総般をもつであ乃うことは!;l'>"l?U!尖である。そし

:¥2拒否が、かりに円形相iの-i'oでゐるとするならば鳴了Fまで三知られた狐形から判断して、

‘ぺす〈なくとも 200mはめるものと湾えら:'.るから (1Jiし幾何rj'!rr~な般析は詫 7ご行ってい
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29.それに側まれる地域だりで色 3O.000m'を己えることにな I}. 庇~姐布債の 6 1古 iこ還する色のと

信ζa 二のように鮒li:される混浴の大きさからみて. 必見事がかはり火きはJも1<11体句者士会組織によ。て形

安されたものでないかという般測が成り立つのである.

つ主にUf句乙渇か，'，成る構築fJについてみよう。 乙 n み台特主主.-ついてはS~Il::主主べるので省織するが

そ~ur.JにはかなりCß色の変った 4のとはいえ. 系告を的に見れば干，主りfl:.!l.!文化の影響とい?た色のが

E聖ーとれるものはのである。た事、A2慢の形状‘ 平aはいまにfヨVlJを.h!.t.よい6ので.むしろ 7イヌrfJ

:.:~X:す ι1Iiぜられるのであるが. 乙れーて'，r哲r;)JA"甥=-，少'.よいカでゐるから. これを治方的持色と

て!1ft川にいいきるιと6できζt、.また切例がζいといえ;:. .11:"-む刀i!置がある.発飽きれた4峨

.;，u的の巾.BIs2f:ti:.ト 1:::'ょ。ていτ敏峨:!t主3するがじみ2仰はそnぞれ蛤織が少しづっ祭れ

てHり、そレて徹合3つの輸織は:1m.')ある一点，tJJL 、て合するかのよ~ .":.ζ。ている. ~;mH!翁の

丘:置1:.ll'!に求心的'.t&ll4H~置‘工1'; ..， ているのである 白宣した母様iニ，~ij!t.:企画E置するのが. 己己

でiまそうした7苫滋は通用レCL、.舗11l.iM鍛IJaI，置については. 1-J.ζその.'iõ~Jhwj.こおいて‘ か.~ 1)異質

ζ寝耳4が混入しているように~え占れる.

出土遺物としては. 土明〈須恵〉 ・ 本拠品。ルめる.者t~穆』ιは'11;\1のJ，る bのが;.t点.1) 1) .その中

。一つは「・)'Jの字が畿絞めるという.中で 色庄臼C::IIゐのへ C極的内辺、らJe込された.I'間てゐる.

rでに木簡Il:. aかれたて「はうすれて初鼠!;{'ß官であ。たが、 すぐれた rrt跡で拠ヤが縮か<~かれている 4

Dである.これかcu:均i~ ..，・9 たこと，tö:Ilすべきことで.別』こ主主ベるカ B1. B BiL1: [i}温鳴と考え

みれるのに対しcur紛1:1.EJ~在住話古;j;tまねた乙とを ;~.t，f/1.俸がほとんら~l) ιれ 4よい乙とから、 庁照

的性怖を島つ4!物ではいかと推測される己とと関J!!をも。て〈るのでゐ ::'0

以上の結舗として. ιui遺3事iまかζ0守占拠な袈穏を t."てはいるが-，li3ある鴎の"i，'街f均年色のとお

えるιとができるのではl.l~、かとið 5.がりに限定するとすれば:l!tまはどが，Ifえられるが、 彼自11且.vtl!

物12置はとを.!J.ると、巾リt~t1}脅6こつはがる役庁としτぷ苧》をくわ午、、!ßじ色ゐり 、 も!;~>晶、.こ決ゆられ

はい。あるいは山牧のようは bのかも知れはい..Il品混とみる己とは、 UHi:の地形や栂の締法からみて迫

吋と f~ "えられない.

tI電話通I~ の性1ß

Eのi血除が1;街的な保持I'l:-もつ ものだと.rれ11、 側々のtIl物の性納骨附慨する乙とは、 ~U車全体.vU'

鈎1211が切らか記事れてから"1能g:必るのでゐ品。 しかじ ζのiI!害事で行、ぜ内の下半分カそのまま遺作

レているという好条件にa固まれていたた抑.(!君臨のμ体的'/.形 Ic.t51 して~叙する ι とができる供

i鹿嶋を栂』形式から分領すると

1.鋭校倉 形式

2.婦立をE形式

s 2. C 

81、
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3. 'f.当床形式 B3、

の三fÆ l己分けられる。 B2 、 Cは規J英も大きく 、 内線iこは桜が~られるなどi以下もすぐれ、他よりも上

級の王宝物でゐる。 B1ばB2と一対になり、 同じ居住i翁総そ も ちながら 、 ;賂主主:立余 <~ってかなり粗末

な燐i鐙であり、内部も土問でゐる。それは居住機能it:王立がゐるが、使問者Il:l!車問があったためと恩われる。

1のものは獄l鋭!が比較的多いのであるが、 2 つの位、 鋭~とも偲立てた線透そもつものは、 ゐま り例

がなく、文化14年 (1817)t<:冶銚の米代川対i手i乙ゐる小IJ奇聞から 出土したE童話.t~反~Iζわずかに鎖倒が求

められるだItでゐる。 したがって. 2 の鶴治形式~i.、 乙の地方IC阪られて用いられた地方形式とみなし

得ょう。そう考えると、そうした地方形式より上級のものとして、 1の鋭校倉形式があるという ことが、

いろいろの怠味でtl:閉されるのでゐる。

板校倉を合む校倉のJ:llf.l持はかなり多い。板倉tζ時五つでも、古いものでは京都府t乙訓郡大山崎町の目玉

手祭来泊。神社輿!母〈鎌倉).奈良市容日大社支$1(笠岡J)などがある。 これらはEa-M:式でゐるが、総石

の上t乙直俊角材をつみあげて行くせいろう送り の倉絡が、E見在でも各地で用いられているこ とが報告さ

れている。また紙佼Eきではないが、 B 2， Cのような土肢を も っ隙遊の鎗を 、 ~"'~境山線宅詰絵巻~紛河寺

縁起絵巻において見る乙とができるから、平安禾 Cろには乙 うしたお寄進のものが広 〈用いられていたよ

うでゐる。 ζのよう に見て〈ると、 B2 ， C のような土居式絞校:&.f~巡ば、 必ずしも特殊なものでは〈 、

むしろかなり一治的11:ゐり得たものと湾えられる。たず当選絡め場合、校倉といえばすべて倉減tされ

ていた従来の常識に反して.住居総総を もっているιとが大きな特色である。

主主築形践が当選橋のものと;肢もよく似るのは、伊勢/1118'j'HJ'街I簸でゐろう。御2普段は 4mx6mの大

きさで、前後間I乙開き戸のついた戸口を もち、地上1.4mの来筏の上tこ「越の桜Jを緩んで、せの上iCll:i 

夜ブド骨組んだ車のでめる。 ζの波紋を取り告り、 他の似を太 〈して地上il:据えた形i主、 B 2， C濯機で

ま~下宿のE若者試はそれよりよ震のものよりや、長 [;;1 になっていたようでゐるが、 乙うした細部形式も御

e貨は、 もちろん新しい4のであるが、 その形式はほ官 上代のi!'i;1却を保つと考えられている。言語山町立切

哩ーによれば、 御鍛!疫を除いた神宮のすべての社殿は、 主主と慌の問tこ般に~板やはめ込んだ事事活 』じ立っ

て、るが、 これは後佼の改変によるのでゐって、15i世紀以前ではl弓1号外宮の正殿以外の~:tß設は御îlW縦 ι

~~鴻迭をもつ ものでめったという 。 御銭星空の形式カ人I!II符本来の俊策形式でめったのでゐる。

ま蕊ち吋滋械のそれと、伊勢祢宮の建築形式とを結びつけて考えようとする択ではないが、 この滋

畳r.....'暗室立'...，tt..ニ1時代;ζおいて、 神宮製言語のような板校倉形式がどのような問的を色って用いられていたの

ぺ遺書宇との関速において考えてみる必要があるだ乃う。符iC政治と書官犯と 1，、うあたりが問E自になる

_~.:;f.lゎf\. る。

っきa二各選管の宅内についてみよう。 内線については、鋭校倉形式のものは叡猿り 、初立柱形式の色

合ぷヱ悶であると述べたが、いづれの場合でも内部がI草-'{}?問で総成きれ、 住戸本fよって いない仁 とが
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i:]; ~I される。すよfご、わずかにB1 線において芦口誌に簡単な間仕切の袋gおと忍われるもφが認められた

のにすぎない。内線応答カ5!C{いととは、 ~-れだけ~唆1喜怒のfFこのiê~~ ヲ去す も のでゐる。 しかし居住

宅・問としてみると、 それらは勝治のJ&_;:1]:二そぐわな いi.t~てぷ') でのる c 内 ~~rûi設にしても貧弱で、 B 1 

・B2ではIfiとrMが検出されただけでゐり 、Cではそれらもζ:Iパj ら かの同 :二tJ~ぜら;'1.たと~われ るち1<:

とが3本、旅J:!こrr.つにすとJない。 ιうしたととや、 作tB しにjtfr;0F弓'P-'~t 、 ら考えると 、 とれらのl&tお

，却において、 ;前理どの~苦い日 'l!~'~主;icfJfFI えれていたようには脅えられない之、て'ムヰ乞そ‘1. i之 、 :冷fçのこの

辺fj<I.) ~Ul";:館!交を反似しているのかも知れとよいが、 それよ ーもここで!ま一役fiZ，Z345737，之当 まtレなかっ

コと紛糾し7415がよいので訟ないかと!ぷわれる。ではζれらの怨物i立fi11!乙J官'バられたシと，。ぇぷ、台本と考

えることは戸口が多すぎるということによって、そしていづれもbkが必ずさ'るという慰i泊二よ。てc!t人

ど6'fとさ れる。 したがって、 凶おこl'汚と関係がうすいと， 、 う点を汚点してJl'~ふる 川;土明記日'1ち与も ct

をW，'，とすることが妥、Mと![(μ れるのでゐる。

|主1J:tおよび仰について

A2の附yいこたつ、 3)，ドを一説lとレてたつ一立す0';狂信{之、 乙のill~o.:"å謹の一つ Cふる。 Jとよ 51 22P ら

償請t的にはI"JitJと:J'5えられようが、 下ぬに主主を百草しphjilI!:とtJ二を綴ii{でつなぐというそのも喜被‘がよζ"

それがt制Wllより外側にずれてfな忍レて'、る_!:ijr.t.占約列J:こふる?号でゐるなどの煮、を考える-)伝どの J主を

海えると勾.乞.l!':1'''J1Jtと決めることは縫いべろ宰であみう。1:のI'HJf:ir!l，訟につ:， ...て ~tti されるよ軍を 。準げる

と 、 as-. ~ζそ才l刀、一対としても?約されているこ」 、 84!ニ;二 !.~討1)1勾;こ t6![(;W~i<:絞侭されているお月弓手~ø再J

Jヒ行輸銀がにのtti持乙む中間ゐた.):こ11中 してγるということでみる@ これらの穿E3足が仰を.i)_Vti'するのか

れ1より切らかでないが、 主主して考えればそればこの必 [II}.;7'.[.1心をEiLノた、 除!思fr9r.t!J].思を音量裂した祭礼

的1必殺ではないかと怨{除される。れ11:(j)γ惨な仕上{1'，す ぐれた22J献立、 この秘策物が!li弘r~な互主演をも

つものであることなぶしている。

!日:iJ1:l~A 2 と A3 のご: f.!~があ令 。 A2 :こft.:ill書普段を閥:;.:t:!!~な品目でゐ世 、 A3r;J:外島sの1:付属!おく玉橋で

ゐる。 A2J'却についτほ、 iol，W: のt~u鉛:iこ穴をうがらそれ:c. ~1i!iiを泊めるという手法そのも 0>が診しい も

のでふり .ゐまi)jiU何がえよいように!日われる。之、tこの脳fょの彩、1.1::ζついては、 アイ q 人が?をく悶T1lC)

SのをJ1J" 、 ても 、ること~});七日 ði1.る。 ・:4

A3舗の周辺:は明らかでない。ゐるいは!喝なと守放っところの[H:JJ，1ibhJ詰0.)ものとも考えられる。

※ ?崎市i対応平日l:;Jji蕗の家』来蕗篠宮r~i建治七、 の写災椴珂143!苅参!!日。

~~~ :jg-

3~(ζ ;.: _， i'こるだ知ii苅望~~;遁じて知られた、 4 僚の犯't~1 と UID守合ひ この滋鋭、については、 fl~築物刀、現存

する とい:>!守主主件{とありながら、制例がはい僧処を多く も っているた~b1こ 、 まだf!Y~らはい乙とばかりだ

といってよい。 1..，かし、 このìg~坊は減法でζそないがー僚の側主1:でゐり、多liIí多様な怨鈴jJï憾を包合し
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ていることは切らかでゐる。そうした主主味で緩めてm~な巡i!Il‘というべきである。

ia跡のit絡を決定づけるような泌物}ままに出ていないが、f!Il々のJ尽から考えてこれは何らかのE華街主1:

と見るのが主主も妥当でゐると思 5.そして遺物のよでの証明はないが、若草iIt!的tl:<俗を|射加していたもので

はなかろ うかとtiU制する。 ιのii!l跡の性絡を考える上で、 もう一つ見逃す乙とができなも、のは、 乙のj儲

。.."、=
跡のJ:R:Iヒ万 2Kmのと乙ろにゐる緩子の島H止でゐる。 これば小?おい丘上1己11ヨf遣を中心とする六主主の館がー・

郎をなしている"'1止の越跡でii>る。内箆i}草、中、 .i!l伎の庶民教育胞殺として著名であるが、その起源は伝

承以外明らかでない。しかし、 童話子m_1:!乙蔵される什物努力〉ら、 その起綴は録倉時代まで働か 乙の地

方ーの中心的地位を保っていたものと考えられる。 ζれはくるみ館遺跡が洪水で廃滅した後‘その後身が

この劾所iこ移ってきやがて内谷が変化したらのとよきえる乙ともできるのではゐるまし功、

いづれにして 4 、 'tl~本f自主E解決1ま今後tこ延ばされる問縦である。しかしζれまでの収後も決して少尽

くないbのでははい。円狐側、 jま待、l注射獲物re醤などin剣;の鰐成における特興事、 また~~脅迫構にお

いては紋校合の系新ぞ高1本形式の閥滋翁;IC:闘 して.今後富島E議そ1fiねなければならない多〈の資料を提出

しているのである。(永呼;続努〉

-44ー



3. 発泡認査で出土した織物体

昭和42仔:8月よりの三次の発銀色 、44t巳8月をも令て終るにいたって、 乙の聞に出土して、私の聞に

触れた継物体についてζιにまと めて見允。

昔話銚taを飼!めているシラス1M:ま、[li:絡状態にあった ニとと .湾総でみったζ とが御物体を現在までよ

〈保存し得たのでゐろう。

A 捕物の利用と出土状況

1 ~物1<::j:fjいられた虻i物

a) スギ 門絞 (Al)・土居 (B2.C) ・i謹桜 (B1.2.C) ・さ<(A3) ・iまシご 〈三次の 4ト

レン乎) ・木片 (C)

b) クリ 、主E(B1. Bーやぐらの校、A3の経13本}

2 結耳Zfζ用いら;fLた給物

a) <ズナうの総広 (A3)

3 *~{その他1<::胤いられた他物

a) スギ、 唱し(B1)はし、女字を醤い1;:11、桜など。

b) イタヤカエデ、横つら (C)

c) ケヤキ、木製食総 (C)

4 食用にされたf由物

a) イ品、 もみ霊堂(B1B2) 

b) ヲリしよ主のま宮 (B2.C) 

5 シラス劇中1<::ゐったm物

a) :!'f!!片部、ハンノキ (C) ・ケヤキ (C)その他応住物内外のシろ 1 脇氏tl1土したが.破片とな。

ていたので.悶定する乙とができなかった。

b) 木部、ヤマモミヂ (三次第1トレンチ).プキ (Al附近).ヤマ ウリシ CAl附:m

c) 突、ブナノキ 1ケ (A3附近〉

6 剣り上げられたシラスより得た縞物

a) ヤザの小さい木配布、多数

b) ノリウツギ、 u品トカ3続けている幹部1

7 IIえとして発飽きれた鎚鈎

a) ヤTゲモ、生活地面下iζ白書長犬態、 〈三次2トレンチ)

8 木 炭

B1磁!物のがiια物タト犯では、 B2の南側の筏分、その{也、シラス腐のij!物より泌氏見られた。
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B 二三Ii'l物について

l スギ スキ材のを手総の巾1:1;1腎で、斉一であるJ長からして、官官生怜から伐材せられ、 樹令は、 lOOf.ド

ち20Q.fl'以上tこi達するものであったと湾えられる。

発銀されたQf.告に使用された材積1立 、 ~i恨の?信分をふ〈めて、 30m' 内外で、 {主事;1*数iまf:i11のないJHt

の議分7ご(H量利用したとしても、 101ド内外であろうと考えられる。

2 イヰ るみ3授は、B1とB2の主l!物|弓121で、再LH己近いiUえられたIJ、iIlIflllにあったが、 これは釘i仰なる

透!によるものでゐろうか。

もみ売れま{波f':となっていて、もみのIE /?{r;な Jr~iL~を、知ることそtできなかったが、 比較的大形lJ:Qlì:片よ っ

て、知IJf専た乙とは、1m'it.う(と〉 FrR，E2で.)ap加 tca''Wであった。

3 クル ミ ヴリ;;0)枚目、破片宇、 ‘1:片が:J1上しているが、 これは . こ ζでクル~ '(主食べた紡採によ

るものであ乃うか、これ1.);どが、 AJ1b:dJt沼町12tzの:tl;名とど/t;なIJ(JjまfJl，，t) t.tカ¥興味深いととでめる。ゐ

る小はこの地名は、 Jqlr量毛色IftJ となんら関係、なく 、 {長i 二 ~I，じた ζ とも あ担うる乙とで足，る。

4 μ ラス1習の丸1・1の色 シラメ刊に入ってい'/.: "!X: FI (t.、いずれも緑色を保っていて、IHニヒ後 iこ1e色

二変色した。 ζの系色はなんであるがについて、資料の小駄のた:，')，二明IJ"'，か;こ寸る ιとができなかっ

たが、 紫綬芸誌であるとすると γラス紋水!之、[.i WJ!ii!;二 f!~~!.:. レた ものでふろう と援〉泣きれる。

5 i .，;ピナラの総sl A3のさくら¢止とに、総本が結びつ:fられていゐf人総伎のはげるのは、訴から

衰のポ頃まででゐる。したが。て、このJ記分の{布告たのは、樹皮のはげるi時創と見てよいと脅えられるe

しかし、時代}まHi:i皮をはき'目立っておき、 後日に利用する ζ とも考えられるが、この総合はも母皮が乾録し

て佼 くなって、佼.fflしにくいばかりでなえ 、折れてその目的4訟はたきなくなるのである。

あ と がき

乙れ立で、池上の究会な!荷物そ、 l時には化石布置物を手がりてきた1'.4が‘初めて湾t;"?(i手JなI:s物体に、

手を詳さめる ζ ととなって、ニデ.の関係の入門:号を、読んだものか、ま.ったく泥約でゐった。考古学には

.官、が少しは興味"号をもっているが、 初ゐて小LI:彩であったので. 今では猟l~}乙ついての多〈の反省を22

J てける。

報:5.fFfpt再するにいたψ ては、 t~\土状況 t白土rhAのスケッチや欠い，ヒ不完全なものと，tE った。 まに、

~認のjtI1問は.時々よ 1) 現場にのぞむ ι とができなかったため. 日、の11から色れたもの品、 いくらかは

あっセことを知った。

この然会;工.関係の方々の協力と緩めによって.いくらかでも、 このi誌の勉強をすることのできたこ

ニ::!、弘の硲乙Fとするとこゐである。 (j王:庇! {，系~:rì)
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第 lトレンチW壁土層図
第 3次胡桃館埋没建物遺跡

C建物南部トレンチ実測図

縮尺お

水糸レベル、 2.55M
実測者。豊島@鍋倉.

杉淵.菅原@

本間.安田@

実測日@昭和年 8月4日

← S 
盛 土

灰色シラ

d ・-胸囲胸圃-

，戸}園田園F

2間 2

第 2トレンチS壁土層図

(B建物)

- 47-



2 3ト 図

。 5cm 

-48-

白色シラス

黄褐色粘土混 η

ンブ

層

層

土

層

土

層

粘

土

粘

砂

色

粘

色

色

灰

色

褐

青

黒

緑



第 3図

3 

4 
- 49ー



~2 

。

第 4図

I
 

，.
U
引

a

t
J
L
U町

，
 

o

i

l

 

i

EE
a

'

'

e

，，a
i
目
、
巴
目
、
E
E
E
EE
EE
E
B
E'

-・ ...8 

。 p-
D 

10 

圏!!llD!圃圃.

。

』

i主とヨ |_ _b 
。

~， 

13 
11 ー田 li '_ 

「円円 。
114 I 0 I_ _UJ15 t 

-50ー





-zs-

口 亡ヱコ

ト、 h

f 噌 h与

J てF

/ '8/ 

、、4

告



7 3 

9 

日

一53-



器開 麓ヰト

も

、

-54-



2 事

面

面

東

平

十回

面

南

A
γ
i
t
 

出
削

。ψ
d
.
m

7.4 2 0 

jミヰ

- 55 

630-+ 

UT一一四

E 

t 

「
ト「

"" 

.550 

官L

下
1
1
1
1
1
ω
m
u・ψ



10 

南 ナ田

斡

r-' h 
L_  ト」

「一 11 

し一

fつ
LJ 

。ω
0
.
m

11.935 

東 而

面断

同

- 56-



図版第 l図

第 lトレン チ、 南から:写す。

第2トレンチ、商から写す。流木出土状態
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図版第 2図

木潟、須恵~~出土状態

木o出土状態。
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図版第3図

it物J!t~ (;TJj床式?)酋より写す。
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図版第 4図

建物遺情、南より写す。

鐙物遺m、東北より写す。
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